
２  特集　庄原いちばん基本計画策定
10  新しい民生委員児童委員

12　ペレット原料の木材を買い取ります

13　シリーズ国保

14　シリーズ100 歳まで楽しめる野菜づくり

　　安心・安全な毎日のために

15　健康ひろば　　　16　市政トピックス

20　カメラレポート　24　お知らせ

東城まちなみぶらり散歩ギャラリーが10月26日
～11月5日までの期間、街道東城路で開催。
（関連記事20ページ）

12
2013/December

No.105

城
下
町
の
風
情
漂
う

ま
ち
な
み
を
歩
く



●農業自立振興プロジェクト　  ●木質バイオマス活用プロジェクト
●観光・交流振興プロジェクト　●定住促進プロジェクト

さとやま資源の活用で
地域が輝くまち

（産業・交流）

自然との共生で
暮らしが輝くまち
（環境・基盤・定住）

協働の力で
笑顔が輝くまち

（自治・協働）

ふるさとを愛する心で
人が輝くまち
（教育・文化）

心と体の健康づくりで
命が輝くまち

（保健・福祉・医療）

市の基本政策

重点戦略
プロジェクト

やっぱり、“庄原がいちばんええよのぉ～“
庄原いちばんづくり

若者定住　観光・交流
自治振興　ほか

にぎわいと
活力の

“げんき”と“やすらぎ”の　さとやま文化都市
～人と地域が輝く、美しい日本のふるさと～

いちばん!

保健・医療・介護・福祉
教育・危機管理　ほか

暮らしの
安心の

いちばん!

農林業　６次産業
商工業　ほか

地域産業の いちばん!

新たな視点での政策

長期総合計画

本市の将来像

『
地
域
産
業
』『
暮
ら
し

の
安
心
』『
に
ぎ
わ
い

と
活
力
』
の
い
ち
ば

ん
を
目
指
す
の
は
わ

か
っ
た
キ
ョ
ロ
。
具
体

的
な
事
業
が
も
っ
と

知
り
た
い
キ
ョ
ロ
。

難
し
く
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ん
が
、〝
政
策
〟

と
は
目
標
を
実
現
す

る
た
め
の
基
本
的
な

方
針
の
こ
と
じ
ゃ
。

ふ
む
。
で
は
次
の

ペ
ー
ジ
か
ら
詳
し

く
紹
介
す
る
の
で

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
じ
ゃ
！

「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」

の
「
い
ち
ば
ん
」
と
は
、

数
値
や
量
、
順
位
な
ど
に

こ
だ
わ
っ
た
も
の
じ
ゃ
な

い
の
だ
。「
幸
せ
」
や
「
安

心
」、「
達
成
感
や
満
足
感
」

と
い
っ
た
、
心
の
「
い
ち

ば
ん
」
を
実
感
で
き
る
こ

と
、「
や
っ
ぱ
り
、
庄
原
が

い
ち
ば
ん
え
え
よ
の
ぉ
」

と
思
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
意
図
し
と
る
ん
じ
ゃ
。

１
２

３

４

特
定
事
業
が

何
か
わ
か
ら

な
い
キ
ョ
ロ
。

極
め
て
重
要
で
、
か

つ
早
急
に
対
応
す
べ

き
切
迫
し
た
課
題
に

対
応
す
る
事
業
な
ん

じ
ゃ
。

？

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 2 3｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら

特集　庄原いちばん基本計画策定

庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
で
は
、
本

市
の
将
来
像
で
あ
る
「〝
げ
ん
き
〟

と
〝
や
す
ら
ぎ
〟
の
さ
と
や
ま
文
化
都
市
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
の
基
本
政
策
と

は
別
に
新
し
い
視
点
で
政
策
を
設
定
し
、

そ
の
内
容
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
は
、『
地
域
産

業
』『
暮
ら
し
の
安
心
』『
に
ぎ
わ
い

と
活
力
』
の
３
つ
の
柱
（
分
野
別
政
策
）
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

基本計画
庄原いちばん
第１期【平成 25 ～ 26 年度】

Shobara Ichiban basic plan

企画課　☎ 0824-73-1112

やっぱり庄原がいちばんええよのぉ～
　市は、木山耕三市長が掲げる“庄原いちばんづくり”
を形にする「庄原いちばん基本計画」の第１期を取りま
とめました。

新
た
な
視
点
で
の
政
策

“
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
”

庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
は

〝
３
つ
の
柱
〟
で
構
成

庄
原
市
長
期
総
合
計
画
と
庄

原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
の
関
係

特集

〝
政
策
〟
っ
て
言
葉

を
聞
く
だ
け
で
難

し
い
キ
ョ
ロ
。

そ
も
そ
も
庄
原
い

ち
ば
ん
づ
く
り
の

“
い
ち
ば
ん
”
て
何

な
ん
だ
キ
ョ
ロ
？

ふ
～
ん
。
よ
く
わ
か
ん

な
い
か
ら
も
っ
と
詳
し

く
教
え
て
キ
ョ
ロ

キョロやまくん
合併の日に生まれた、庄原市の
観光キャラクター。庄原の魅力
を発見する特技を持つ。父は吾
妻山、母は比婆山。本名が「里
山博士（さとやまひろし）」とい
うのはあまり知られていない。

ヒバゴン
1970 年代、比婆山連峰に出
没して大いに世間を騒がせた
類人猿型の謎の生き物。映画
にも取り上げられ、出没から
40 年以上経っても全国的に
知られている。

長
期
総
合
計
画
は
、
５
つ
の
基
本
政
策

と
４
つ
の
重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え

つ
つ
、「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
と
い
う

新
た
な
視
点
で
政
策
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

   〝
い
ち
ば
ん
づ
く
り
事
業
〟　　

　

 

と
す
る
「
普
通
建
設
事
業
」

普
通
建
設
事
業
は
、
長
期
総
合
計
画
の

実
施
計
画
で
「
特
定
事
業
」
と
し
て

い
る
事
業
を
「
い
ち
ば
ん
づ
く
り
事
業
」
に

引
継
ぎ
、
分
野
別
政
策
（
３
つ
の
柱
）
の
趣

旨
に
照
ら
し
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

い
ち
ば
ん
づ
く
り
事
業
に
位
置
付
け
る

普
通
建
設
事
業
（
施
設
整
備
事
業
な
ど
）

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
地
域
産
業
」
の
い
ち
ば
ん

家
畜
飼
育
施
設
増
改
築
等
補
助

和
牛
飼
育
農
業
法
人
施
設
整
備
補
助

農
業
生
産
法
人
経
営
高
度
化
補
助

備
北
材
活
用
促
進
事
業

超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業

な
ど

　
「
暮
ら
し
の
安
心
」
の
い
ち
ば
ん

庄
原
地
区
保
育
所
耐
震
化

美
古
登
小
学
校
耐
震
化

西
城
保
育
所
改
築

庄
原
中
学
校
敷
地
整
備
工
事
、
東
城
小
学

校
校
舎
改
築　

な
ど

　
「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
」の
い
ち
ば
ん

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

な
ど

普
通
建
設
事
業
は
３
つ
の
柱

の
趣
旨
に
照
ら
し
て
整
理



比婆牛って、そんなにすごいものだったんだキョ
ロ！もっとみんなに知ってもらいたいキョロ！

山生まれ山育ちの僕には
林業振興はやっぱり気になるキョロ！

僕たちが庄原市のＰＲ
に一役買っているんだ
キョロ。しっかり
ＰＲするキョロ。

それは大変キョロ！なんとかしなきゃだキョロ！

わしの名前も「比婆」から来ているんじゃ。じゃが、市内でも
比婆血統を持つ雌牛が減ってきているから、それをみんな
で守っていきたいんじゃ。

わしもそうじゃ。昔に比べ人が山に入らなくなったか
らか、最近は山が荒れているように感じる。わしを見
かける人がいなくなったというが、わしも人を見なく
なった。人の生活に欠かせない水は山が育んどる。庄
原市の面積の約 8 割が山林じゃ。うまい農産物ができ
るのも山の恩恵が大きところがあるし、山の再生を願
うばかりじゃ。

ほうじゃ。このマークは申
請さえすれば簡単に利用可
能じゃ。どんどん使っても
らいたいよのう。

そのために、比婆血統を受け継いだ繁殖用雌牛を「あづま
蔓」として認証し、その「あづま蔓」の子の牛肉を「比婆牛」
として認証して販売する仕組みを考えているんじゃ。そう
すると「比婆牛」の復活で牛の価値が上がるし、農家さんも
一層がんばって和牛を飼えるんじゃないかのう。

１

３４

５

６

２

１柱

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 4 5｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら

特集　庄原いちばん基本計画策定

本
市
の
地
域
産
業
・
基
幹
産
業
で
あ
る

「
農
林
業
」
を
奮
い
起
こ
し
ま
す
。

　

本
市
に
は
農
業
に
関
す
る
経
験
に
基
づ
く

知
識
と
技
術
、
誇
り
と
熱
意
を
も
っ
た
多
く

の
皆
さ
ん
が
、
米
を
は
じ
め
野
菜
、
果
樹
、

和
牛
な
ど
の
多
種
多
様
な
農
畜
産
物
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
そ
の
付
加
価
値
・
評
価
を
高

め
、
消
費
者
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
「
庄

原
ブ
ラ
ン
ド
化
」
の
推
進
、生
産
か
ら
加
工
、

流
通
販
売
を
一
体
化
す
る
「
６
次
産
業
化
」

の
育
成
な
ど
、
新
た
な
視
点
と
検
証
を
加
え

た
農
業
支
援
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
域
の
約
84
％
を
占
め
る
森
林
の

資
源
活
用
、
林
業
再
生
に
向
け
、「
ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
既

存
施
策
の
有
効
活
用
と
併
せ
、
豊
富
な
森
林

資
源
の
活
用
、
地
域
材
の
消
費
拡
大
に
向
け

た
支
援
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

ブ
ラ
ン
ド
名
「
比
婆
牛
」
の
復
活

　

広
島
県
の
認
証
制
度
に
併
せ
て
本
市
基
準

に
よ
る｢

比
婆
牛｣

認
証
を
行
い
、
地
域
団

体
商
標
制
度
に
よ
る
「
比
婆
牛
」
の
商
標
登

録
を
行
い
ま
す
。

 

こ
だ
わ
り
米
産
地
育
成
事
業

　

安
全
・
安
心
な
米
の
生
産
を
基
本
に
、
低

農
薬
・
低
化
学
肥
料
な
ど
こ
だ
わ
り
を
持
っ

た
米
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
域
を
指
定
し
、

産
地
形
成
に
必
要
な
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

 

庄
原
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
と
活
用

　
〝
庄
原
い
ち
ば
ん
〟
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作

成
し
、
庄
原
産
品
へ
の
表
示
や
、
職
員
バ
ッ

ジ
、
Ｐ
Ｒ
の
ぼ
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
庄
原
市

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

 

庄
原
市
の
逸
品（
農
林
水
産
加
工
品
）づ
く
り

　
「
高
野
の
逸
品
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
モ
デ
ル
に
、
農
林
水
産
加
工
品
づ
く

り
を
市
内
全
域
に
拡
大
し
ま
す
。
取
り
組
み

の
内
容
・
手
法
な
ど
は
、
観
光
振
興
計
画
の

策
定
に
併
せ
て
検
討
し
ま
す
。

 

新
規
就
農
者
総
合
支
援
事
業

　

就
農
に
関
し
、
啓
発
、
準
備
、
初
期
、
定

着
の
段
階
に
応
じ
て
総
合
的
に
支
援
し
ま

す
。 

が
ん
ば
る
農
業
支
援
事
業
【
認
定
農
業
者
型
】

　

認
定
農
業
者
に
重
点
的
な
支
援
を
行
い
、

地
域
農
業
の
中
心
的
な
担
い
手
を
育
成
し
ま

す
。 

農
業
法
人
育
成
事
業

　

集
落
法
人
の
組
織
化
や
組
織
活
動
を
支
援

し
、
効
率
的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
体
を
育

成
し
ま
す
。

 

地
域
材
の
利
用
促
進
事
業

　

地
域
材
を
利
用
し
た
住
宅
の
新
築
・
改
築

に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
公
共
施

設
の
建
築
に
も
地
域
材
を
積
極
的
に
活
用
し

ま
す
。

中
心
に
、
不
要
木
な
ど
の
伐
採
・
処
理
を
行

い
ま
す
。

 

森
林
整
備
加
速
化
、
林
業
再
生
事
業
な

ど
の
計
画
的
な
実
施

　

国
・
県
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
林
地

境
界
の
明
確
化
、
路
網
整
備
、
間
伐
を
一
体

的
に
実
施
し
、
森
林
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

 

再
造
林
支
援
事
業

 

超
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
（
26
年
度

～
）

　
「
庄
原
市
超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
計
画
」

に
沿
っ
て
民
間
事
業
者
に
よ
る
通
信
網
整
備

を
支
援
し
ま
す
。

 

森
づ
く
り
事
業
の
計
画
的
な
実
施

　

道
路
沿
い
の
放
置
さ
れ
た
里
山
林
を

　

広
島
県
が
行
う
伐
採
跡
地
の
再
造
林
を
対

象
と
し
た
助
成
事
業
に
、
本
市
独
自
の
助
成

を
上
乗
せ
し
、
再
造
林
を
促
進
し
ま
す
。

 

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
行

　

個
人
山
林
所
有
者
が
搬
出
し
た
木
材
を
地

域
通
貨
で
買
い
取
る
事
業
を
試
行
し
ま
す
。

 

Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の
取
り
組
み

　

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
に
よ
っ
て
増
加
し

た
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
取
引
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
　

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　
　

６
次
産
業
の
育
成

　
　

農
業
の
担
い
手
育
成

　
　

地
域
木
材
の
利
用
促
進

　
　

地
元
事
業
所
の
経
営
支
援

　
　

林
業
振
興
と　
　
　
　
　
　

 

　
　

さ
と
や
ま
環
境
の
保
全

「
地
域
産
業
」

い
ち
ば
ん

の

　比婆庄原地域の「岩倉蔓
つる

」は、日本最古の４蔓
牛のひとつとして認定されており、この蔓牛をも
とにして優秀な和牛改良が進められ、この牛は「比
婆牛」と総称されました。「比婆牛」の血統を継い
だ牛が全国和牛能力共進会を連覇するなど、「比婆
牛」はかつて名実ともに「いちばん」であり、全
国の和牛改良に大きく貢献しました。しかし、現
在では全国的に血統が似通ったことで産地の特色
が失われ、広島の牛も市場での競争力を失ってい
ます。今でも比婆牛への関心、ニーズは非常に高
いものがあり、広島血統再構築の動きにあわせて、
比婆血統を生かした「比婆牛」ブランドを再構築
していきたいと考えています。

　森林の多面的機能の維持を図りながら、豊かな
森林資源を産業に結びつけていく必要があります。
いちばんづくりでは、これまでの施策を引き続き
取り組みながら、小規模山林所有者への支援策と
して「木の駅プロジェクト」の事業化を目指します。
地域通貨による地域内の経済循環が生まれる仕組
みをつくることで、山林所有者はもちろん地域商
店の支援にもつながるものと期待しています。ま
ずは家や田んぼに近い身近なところから山をきれ
いにしていただくこと。山がきれいになれば、不
法投棄や鳥獣被害を減らせる効果も期待できます。
試行を通じて課題を整理し、本格実施につなげて
いきたいと考えています。

　観光は地域経済を活性化させる重要な産
業という認識のもと、今後 5年間の目標や
施策の方向性を明らかにする観光振興計画
の策定に取り組んでいます。その中で、本市
の豊かな自然や美しい景観資源を生かしな
がら、観光客の皆さんにいかにお金を落とし
ていただける仕組みを作るかが重要だと感
じています。本市はおいしい米や牛肉をはじ
め、県内最大級の生産量を誇る卵やりんご、
大根、夏秋イチゴなど、県内屈指の食材の宝
庫です。この豊富な食資源を使った食開発や
加工品開発も進め、観光消費額の向上による
地域経済の活性化を目指していきます。

…新規        …見直し  　  …既存

新

新新

新

新 見

新

新

既

既

既既既

既既

既既

農業振興課
　平岡章吾　課長

林業振興課
　赤堀幹義　課長

商工観光課
　寺元豊樹　課長
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乳児医療費の助成や保育料の軽
減は、パパやママも喜んでる
キョロ。

いよいよ庄原にも光ファイバー
がつながるんだキョロ。

子育てしやすいまちになれば若
者の定住にもつながる可能性が
高まるのう。

光もじゃが、山奥に住むわし
にとっては携帯電話不感地域
の解消のほうがうれしいわい。

柱

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 6 7｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら

特集　庄原いちばん基本計画策定

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
生
活

し
活
動
す
る
こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
の

原
動
力
に
な
る
こ
と
か
ら
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
交
流
活
動
、
介
護
予
防
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

合
併
時
か
ら
休
止
状
態
が
続
く
市
内
で
の

出
産
医
療
体
制
の
再
開
に
向
け
、
国
・
県
お

よ
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
中

で
、
粘
り
強
く
取
り
組
む
ほ
か
、
子
育
て
の

負
担
感
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
環
境
整
備
・
支
援
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
・
減
災
対
策
、
施
設
の
長
寿

命
化
対
策
に
取
り
組
み
、
生
活
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
、
社
会
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
も

計
画
的
な
実
施
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

安
心
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の
拡
大
（
26
年
８

月
～
）

　

乳
幼
児
と
児
童
を
対
象
に
医
療
費
自
己
負

担(

入
院
・
通
院)

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
現　
　

行
】　

対
象
児
童
は
小
学
校
６
年
生
ま
で

【
見
直
し
後
】　

対
象
児
童
を
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡
大

 

お
た
ふ
く
カ
ゼ
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
金

（
26
年
度
～
）

　

就
学
前
の
児
童
を
対
象
に
、
お
た
ふ
く
か

ぜ
と
水
ぼ
う
そ
う
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を

全
額
助
成
し
ま
す
。

 

保
育
料
の
軽
減
（
26
年
度
～
）

　

第
３
子
以
降
の
保
育
所
入
所
を
無
料
に
し

ま
す
。

【
現　
　

行
】　

１
人
入
所(

１
０
０
％
負
担)

２
人
以
上
同
時
入
所(

２
人
目
は
２
分
の
１)

３
人
以
上
同
時
入
所(

３
人
目
以
降
は
無
料)

第
４
子
以
降
児
童
の
入
所(

１
人
入
所
は
10

分
の
２
、
同
時
入
所
の
と
き
２
分
の
１
～
無

料)

【
見
直
し
後
】　

第
３
子
以
降
は
同
時
入
所
の

児
童
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
無
料
。
第
１
子

お
よ
び
第
２
子
の
１
人
入
所
、
２
人
同
時
入

所
は
現
行
と
同
様

 

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
（
26

年
度
～
）

　

第
３
子
以
降
の
幼
児
が
私
立
幼
稚
園
を
利

用
し
、
幼
稚
園
が
保
育
料
な
ど
の
免
除
を

行
っ
た
場
合
は
、市
が
独
自
に
助
成
し
ま
す
。

【
現　
　

行
】　

小
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
が

い
る
世
帯
は
、
所
得
に
応
じ
て
保
育
料
の
保

護
者
負
担
を
軽
減

【
見
直
し
後
】　

同
時
入
園
の
有
無
や
所
得
に

関
係
な
く
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
償

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
利
用
者
負
担
の
軽
減

（
26
年
度
～
）

　

一
時
的
に
提
供
会
員
の
自
宅
な
ど
で
対
象

児
童
を
預
か
る
事
業
で
、
利
用
者
負
担
金
を

軽
減
し
ま
す
。

※
利
用
料
金
６
０
０
円
／
１
時
間

【
現　
　

行
】　

利
用
者
負
担
金
４
０
０
円
／

１
時
間
…(

３
分
の
２
負
担)

【
見
直
し
後
】　

利
用
者
負
担
金
３
０
０
円
／

１
時
間
…(

２
分
の
１
負
担)

 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
祝
い
金

　

既
存
の
出
産
祝
い
金
を
減
額
し
、
そ
の
減

額
分
を
入
学
祝
い
金
な
ど
の
支
援
策
に
活
用

し
ま
す
。

●
出
産
祝
い
金
【
見
直
し
】（
27
年
度
～
）

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
出
産
に
際
し
て
祝
い
金
を
交
付
し
ま

す
。

【
現　
　

行
】

第
１
子
・
第
２
子　

20
万
円
／
人

第
３
子
以
降　

35
万
円
／
人

【
見
直
し
後
】

第
１
子
・
第
２
子　

15
万
円
／
人

第
３
子
以
降　

25
万
円
／
人

●
入
学
祝
い
金
【
新
規
】（
26
年
度
～
）

　

入
学
に
要
す
る
一
時
的
な
保
護
者
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
小
学
校
・
中
学
校(

特
別

支
援
学
校
の
小
学
部
お
よ
び
中
学
部
を
含

む)

へ
の
入
学
に
際
し
て
祝
い
金
を
交
付
し

ま
す
。

小
学
校
入
学
時　

２
万
円
／
人

中
学
校
入
学
時　

３
万
円
／
人

じ
た
と
き
に
市
に
連
絡
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
ま
す
。

 

敬
老
お
祝
い
事
業
（
26
年
度
～
）

　

１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
祝
い
金
を
交

付
し
、
高
齢
者
の
生
活
意
欲
の
向
上
な
ど
を

図
り
ま
す
。

【
現　
　

行
】　

１
万
円
／
人

【
見
直
し
後
】　

１
万
円
／
人
に
加
え
、
そ
の

年
度
１
０
０
歳
到
達
者
に
、
別
途
１
万
円
交

付

（
民
間
で
実
施
・
18
床
増
）

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
整
備

支
援
（
26
年
度
）

　

高
齢
者
施
設
へ
の
入
所
待
機
者
の
解
消
に

向
け
、
在
宅
介
護
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係

施
設
の
整
備
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
全
地
域
拡
大

　

地
域(

自
治
振
興
区
・
自
治
会)

に
よ
る

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
活

動
」
を
誘
導
・
支
援
し
、
安
心
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

 

民
間
事
業
所
訪
問
見
守
り
事
業
（
26
年

度
～
）

　

定
期
的
に
世
帯
訪
問
を
行
う
民
間
事
業
所

と
市
が
協
定
を
締
結
し
、
世
帯
の
異
変
を
感

介
護
保
険
事
業
計
画
に
沿
っ
た
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
（
26
年
度
）

 

長
寿
命
化
計
画
の
策
定

　

橋
、
下
水
道
施
設
、
水
道
施
設
、
公
園
、

住
宅
、
し
尿
処
理
施
設
な
ど
を
対
象
と
し
た

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
橋
や
ト
ン
ネ
ル

な
ど
、
安
全
・
安
心
に
直
結
し
た
施
設
の
優

　

公
的
医
療
機
関
（
庄
原
赤
十
字
病
院
）
の

医
療
体
制
の
維
持
・
確
保
の
た
め
次
の
経
済

支
援
を
行
い
ま
す
。

 

小
児
科
救
急
医
療
支
援
事
業

　

小
児
科
救
急
医
療
の
３
６
５
日
・
24
時
間

対
応
を
図
り
ま
す
。

 

婦
人
科
外
来
医
療
体
制
確
保
支
援
事
業　

婦
人
科
外
来
体
制
を
維
持
・
確
保
し
ま
す
。

（
仮
称
）公
的
病
院
医
療
体
制
整
備
支
援
事
業

　

救
急
医
療
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

産
科
医
療
の
早
期
再
開
を
目
指
し
ま
す
。

先
的
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

 

緊
急
時
音
声
告
知
シ
ス
テ
ム
の
整
備

（
26
年
度
～
）

　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
音
声
告
知
シ
ス
テ

ム
を
全
域
に
整
備
し
、
緊
急
時
の
告
知
お
よ

び
平
常
時
の
行
政
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

 

超
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
（
26
年
度

～
）〔
再
掲
〕

　

緊
急
時
な
ど
を
含
め
た
多
様
な
情
報
受
発

信
の
促
進
を
図
る
た
め
、
民
間
に
よ
る
超
高

速
通
信
網
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

 

携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消
（
26
年
度

～
）

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
事
業
着
手
を
目
標

に
、
超
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
に
併
せ
て

調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
の
充
実

　
　

高
齢
者
施
設
へ
の

　
　

入
所
待
機
者
の
解
消

　
　

地
域
防
災
の
推
進

　
　

安
心
と
生
き
が
い
を
感
じ
る

　
　

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

　
　

公
的
医
療
体
制
の
整
備

「
暮
ら
し
の
安
心
」

い
ち
ば
ん

　出産祝い金は本市独自の事業です
が、継続的な負担軽減につながりに
くいことや、保育料への負担感が高
いことから、それぞれの制度を見直
しました。こうした経済的な支援は
もちろん、子育て支援センターなど
の支援体制の充実など、本市の将来
を担う子どもを安心して育てられる
環境づくりを進めます。「子育てしや
すいまち」として、若者世代の定住
にも結びつけられればと考えていま
す。

　災害は、その多くが予告なく突然
やってきます。被災地では情報が錯
綜し、人々がパニック状態に陥るこ
とも少なくありません。被害を最小
限に抑え、二次災害の発生を防ぐに
は、正確な災害情報の収集と地域住
民への迅速な情報伝達が必要です。
全世帯に確実に情報伝達でき、断線
や停電などの災害による直接的被害
を受けにくい情報伝達システムであ
る防災行政無線を整備し、市民の皆
さんの暮らしの安心を守ります。

の

…新規        …見直し  　  …既存新

新新

新

新新新

新

見

見見

見

見
見

見

既

既既

既

既

女
性
児
童
課

　
三
上
秀
明
　
課
長

危
機
管
理
課

　
三
玉
政
則
　
課
長
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庄原市の魅力をもっと
知ってもらう必要がある
んだキョロ！

ほうじゃ。庄原市が観光先や
移住先の選択肢に入るには、
庄原市のことををもっと知っ
てもらわんといけんのう。

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 8 9｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら
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本
市
に
は
四
季
を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
豊
富
な
自
然
資
源
や
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
本
年
３
月
に
開
通
し
た

松
江
自
動
車
道
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に

よ
く
な
り
、
市
内
の
４
カ
所
に
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
持
つ
と
い
う
有
利
な
環
境
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

観
光
交
流
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
や
環
境
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
「
に

ぎ
わ
い
と
活
力
」
を
生
み
出
す
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
特
産
品
の
開
発
や
特
産
物
の

販
売
促
進
、地
域
の
「
食
」
と
文
化
の
継
承
・

活
用
、
農
家
民
泊
の
取
り
組
み
な
ど
、
観
光

と
農
林
業
・
商
工
業
を
一
体
的
に
と
ら
え
た

観
光
産
業
の
振
興
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
」の
創
出
に
は
、

若
者
の
力
が
必
要
で
す
。
若
者
の
流
出
を
抑

制
し
、
定
住
促
進
を
図
る
施
策
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

観
光
振
興
計
画
の
策
定

　

着
地
型
観
光
、
広
域
観
光
、
情
報
発
信
な

ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
関
す
る
実
施
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

 

観
光
振
興
事
業
の
推
進
（
26
年
度
～
）

　

観
光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
関
係
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

○
体
験
型
教
育
旅
行

○
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

○
食
材
の
宝
庫
を
活
か
し
た
観
光

○
広
域
周
遊
観
光
（
尾
道
松
江
線
全
線
開
通

の
活
用
）

○
事
業
推
進
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

○
庄
原
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

 

新
婚
世
帯
定
住
促
進
事
業

　

若
年
層
（
40
歳
未
満
）
の
新
婚
世
帯
を
対

象
に
家
賃
と
通
勤
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

 

転
入
定
住
者
起
業
支
援
事
業

　

転
入
定
住
者
を
対
象
に
起
業
を
支
援
し
ま

す
。 

転
入
定
住
者
住
宅
取
得
・
改
修
支
援
事
業

　

転
入
定
住
者
を
対
象
に
住
宅
取
得
お
よ
び

改
修
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

 

自
治
振
興
区
定
住
促
進
活
動
支
援
事
業

　

自
治
振
興
区
な
ど
を
対
象
に
定
住
促
進
活

動
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
「
帰
ろ
う
や
会
員
」
の
登
録

　

本
市
出
身
で
市
外
に
居
住
す
る
学
生
な
ど

の
う
ち
、
将
来
、
本
人
や
家
族
が
帰
郷
を
希

望
す
る
人
を
「
帰
ろ
う
や
会
員
」
と
し
て
登

録
。「
ふ
る
さ
と
情
報
」
や
「
就
職
情
報
」

を
定
期
的
に
提
供
し
、
継
続
的
な
帰
郷
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
す
。

●
「
応
援
事
業
所
」
の
登
録

　
「
帰
ろ
う
や
会
員
」
に
就
職
情
報
を
提
供

で
き
る
「
応
援
事
業
所
」
を
募
集
・
登
録
し
、

職
員
募
集
の
情
報
を
市
や
対
象
者
に
提
供
し

て
も
ら
い
ま
す
。

●
「
応
援
団
体
」
の
登
録

　

こ
の
事
業
に
賛
同
す
る
自
治
振
興
区
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
「
応
援
団
体
」
と
し

て
募
集
・
登
録
し
、「
ふ
る
さ
と
情
報
」
の

提
供
や
帰
郷
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行
い
ま

す
。 

庄
原
暮
ら
し
出
前
講
座
事
業

　

若
年
層
の
地
元
理
解
や
定
住
意
識
を
促
進

す
る
た
め
、
市
職
員
や
市
内
で
働
く
先
輩
な

ど
が
地
元
の
高
校
に
出
向
き
、
卒
業
す
る
生

徒
を
対
象
に
庄
原
で
の
就
業
や
余
暇
の
楽
し

み
方
、
多
様
な
活
動
な
ど
を
紹
介
す
る
講
座

を
開
催
す
る
。

 （
仮
称
）〝
帰
ろ
う
や
倶
楽
部
〟
の
創
設

　

本
市
へ
の
帰
郷
定
住
を「
市
民
総
ぐ
る
み
」

で
展
開
す
る
た
め
、
帰
郷
が
期
待
で
き
る
若

者
を
は
じ
め
、
市
内
事
業
所
や
自
治
振
興

区
な
ど
を
会
員
と
す
る
“
帰
ろ
う
や
倶
楽

部
”
を
創
設
し
ま
す
。
帰
郷
対
象
者
に「
ふ

る
さ
と
情
報
」
や
「
就
職
情
報
」
を
定
期
的

に
提
供
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
を
前

提
に
会
員
相
互
で
の
情
報
交
換
や
帰
郷
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
す
。

 

若
者
定
住
奨
励
事
業
（
26
年
度
～
）

　

市
内
に
居
住
す
る
若
者(

40
歳
以
下)

の

定
住
を
奨
励
す
る
た
め
、
本
市
に
定
住
す
る

こ
と
を
前
提
に
次
の
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。

●
雇
用
促
進
奨
励
金
の
交
付

　

市
内
に
居
住
す
る
若
者(

40
歳
以
下)

を

雇
用
し
た
事
業
所(

市
内
の
事
業
所
に
限

る
。
官
公
署
な
ど
を
除
く
。)

に
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

【
内
容
】
就
職
か
ら
６
月
経
過
後
に
10
万
円

／
人

●
あ
と
つ
ぎ
促
進
奨
励
金
の
交
付

　

市
内
に
居
住
す
る
若
者(

40
歳
以
下)

で

あ
っ
て
、
家
業(

兼
業
を
除
く)

の
後
継
者

と
な
っ
た
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
内
容
】
市
長
が
後
継
者
と
し
て
認
定
後
に

10
万
円
／
人

●
起
業
促
進
奨
励
金
の
交
付

　

市
内
に
居
住
す
る
若
者(

40
歳
以
下)

が

生
業
と
し
て
起
業
し
た
場
合
に
起
業
促
進
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
内
容
】
起
業
後
12
月
経
過
後
に
10
万
円
／

人

　
　

観
光
交
流
の
推
進

　
　

若
者
定
住
の
促
進

　
　

転
入
定
住

　
　
（
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
）の
促
進

　
　

帰
郷
定
住　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
Ｕ
タ
ー
ン
）の
促
進

　
　

若
者
の
定
住
奨
励

に
ぎ
わ
い
と
活
力

い
ち
ば
ん

　庄原に住んでもらうためにはもっと
庄原を知ってもらう必要があります。
就職先が少ないという理由で帰郷でき
ないという話もありますので、市内の
就職情報をもっと発信していくことが
必要だと感じています。そうした情報
を伝える仕組みとしてまずは「帰ろう
や倶楽部」をつくり、情報を必要とす
る方に会員登録いただいて、その方々
に地元の企業情報や市の支援策、地域
の話題などの情報を届けます。そこか
ら庄原での就職活動を通じて、定住に
つなげていきたいと考えています。木 山 耕 三　市長

の

…新規        …見直し  　  …既存新 見 既

新新新

新

新 既既既

既

自治振興課
　岡野　茂　課長

　「庄原いちばん基本計画」は、社会環境など

の変化に対応するため、２期に分けて策定して

います。第１期でまとめた施策・事業を最優先

で取り組みながら、次の第２期へつなげていき

ます。

　市民の皆さんが「やっぱり、庄原がいちばん

ええよのぉ」と思える庄原市を目指し、一つ一

つ着実に事業を実施していきます。

オール庄原で庄原市を盛り上げましょう



　任期満了に伴い、民生委員児童委員が改選されました。
　12 月１日付けで厚生労働大臣から委嘱を受けた 163 人が、受け持ちの区域ですでに活動を
行っています。任期は３年（再任を含む）です。
　民生委員児童委員は、高齢者や障害者、児童、ひとり親家庭をはじめ、日常生活で悩みを持っ
ている人の相談に応じ、必要な援助を行いながら、地域社会の福祉の増進に努めています。
　委員は、公正中立な立場で相談に応じ、秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。

社会福祉課生活福祉係
☎ 0824-73-1166
各支所市民生活室

［　庄原地区　］	
氏　　名 担当区域

井貝　好枝 大黒東

岩﨑　浩司 大黒上、裁判所通

和泉　文枝 大胡、実業通

鈴木留美子 上本町、中本町、下本町、東本通1

三上　敏枝 新道

松本　正行 西下、西中、西県住

豊田　　正 西上

金近　敦子 紅屋

伊達　泰雄 東本通２・３、東下、東上

加藤　義孝 大歳上、大歳県住

山平　孝之 大歳下

永迫　英昭 宮の下

貝﨑　 子 石丸

竹本　健三 柳原

田邉　　宏 川手町上・中

竹久　京子 川手町沖・下

三上　一城 宮内町

永井　敏行 永末町、大久保町

佐藤　　勉 【主任児童委員】庄原地区全域

塩本千惠子 【主任児童委員】庄原地区全域

［　高北地区　］	
氏　　名 担当区域

森江　光明 上川西上、上川西下【主任児童委員兼務】高地区全域

篁　　良文 高取、上組上・下、段、正本、寺川

楪　　茂則 市場、貝六、折坂

佐々木弘子 馬場、浜田谷、高町郷、明賀

石川貴久美 和田原、田中原、西迫、大槙、散正、貞森

堀内　紘昭 小用町、植松

渡邊　真雄 市場、茶屋、富田

　光雄 天満、八幡

横山　長子 大重

堀川美代子 秋国、ミツワ

糸谷　和惠 須川、山奥

藤本　信明 川西、川東、別作

佐竹美佐枝 門田町

高橋　秀則 【主任児童委員】北地区全域

［　本田敷信地区　］	
氏　　名 担当区域

高尾多鶴子 野谷、吉備谷、上表、中表、下表、岩月

森元　淳三 後迫、祇園谷、三十戸、明善、青竜

藤川　美香 山王、月貞寺、上谷郷、太郎丸、横呂、上谷中、天王、灰是

須澤スマコ 峰自治会、峰南自治会

國本加代子 津山自治会、誠心自治会、発展自治会

加藤　辰枝 赤川自治会、春田自治会

倉石　憲良 【主任児童委員】本田地区全域

加渡勇三郎 実留１区・２区

谷口　澄子 実留３区・４区

藤原美保子 一木町

大前　喜和 板橋東

松本　幸枝 原手北、西原

長尾　正治 新庄西、新庄東

矢吹　景子 是松町

大掛美紀子 高門町

森元　静美 池の内、原手南【主任児童委員兼務】敷信地区全域

［　東山内地区　］	
氏　　名 担当区域

中村　　浩 山の崎住宅

飛谷　眞良 三日市上組、上町、中組、中本町、東町、栄町

森藤　義昭 南胡町、上胡町、刈屋口、北後迫

立花　有佐 寺町、寺町東、南の里、さくらもみじ園、鳥落、大成

黒永　　弘 戸郷、戸郷雇用促進、戸郷生協

爲藤　　護 林正、熊野、国兼、隠地、高丸、上原サンハイツ

石原美津由 上元組、下元組、吉井、大深、江木、小深、南後迫

永 　眞二 金信、八幡、蜂原、旭区、中原

中村　好文 諏訪、倉組、森谷、七塚下組、畜産試験場

新枝　正和 田原上、田原下、市上組、市中組、市下組、夕穂の市、金佐谷

王多鶴子 掛田上、掛田下、ハピネスヒル

友國　貴視 【主任児童委員】東地区全域

松田美吉子 本郷町、殿垣内町

原田　瑞子 日向、行里

國近　浩二 隠地、山王

畠田登美子 木戸町、七塚開拓

西　　京子 平和町

正長みどり 尾引町

三上　智道 高茂町

水永　 弘 水越町

実安　裕美 【主任児童委員】山内地区全域

［　口和地区　］	
氏　　名 担当区域

市山みち子
湯木（伊予谷、岩根、
川東、永石、永沢、
一日市、池津、矢渕、
藤根）

川上　良美
湯木（湯木市場）、
永田（中郷、深屋、
大塩）

福田　光昭
永田（宮沖、宮下、
大久保、元恒、
出雲石）

兒玉　富江 金田全域

為田　　轟
常定全域、
永田（永田市場）

河野　邦子 宮内全域

定本　賢一 向泉全域

畑中　軍治
大月全域、竹地谷
（下槙原、上槙原）

井　光男

竹地谷（下本谷、
中本谷、上本谷、
芦原上、芦原下、
麻志、落合、真金原）

家島　英明
【主任児童委員】
口和地区全域

［　高野地区　］	
氏　　名 担当区域

伊達美代子 上湯川全域、
下湯川全域

落合　祐一
南全域、
新市（別所上市、
和手川、新町、札場）

種元冨美子
新市（祇園町、上本町、
下本町、西町、土手、
希望ヶ丘、神野瀬タウン）

林　　洋子
新市（市原、殿垣
内、東半戸、川角）
和南原（隣組、
寸為、開拓、三沢）

天根　一男 和南原（篠原、深石、
水谷、貝崎、奥三沢）

飯島　良子 奥門田全域

大坂　悦子
中門田全域、
岡大内（半戸、
大野、大内）

馬舩　輝雄 岡大内（岡）、
下門田全域

草谷　末 高暮全域、
上里原全域

児玉　光子 【主任児童委員】高野地区全域

［　比和地区　］	
氏　　名 担当区域

石寺　武試 比和谷、比和上

森田　一宜 比和中、比和下、
布見

加藤　為子 永原、山王、
石ヶ原、越原

南場　賢治 古頃全域

細田　絹子 木屋原全域、
元常

福光　末子 福田全域

冨田ひろ子 絞り、小和田南

白幡　憲 小和田北、
小和田東

森沖　美幸 【主任児童委員】
比和地区全域

［　総領地区　］	
氏　　名 担当区域

細田　憲子 黒目全域

河内　征士
原谷、小坂、本谷、
高田、段畑、矢谷、
土居、上野

田邊　孝子
竹の下、栃木、
牛の子谷、
上領家全域、秩尾、
稲本、小迫、明現

籔木　安仲
五郎丸、宮本、
万我、田野河内、
松山、田尻、砂、
徳原、大町、陰地

山坂　直子 下領家全域

加藤　秀明
敷尾、長谷、
平井川の里、上市、
森藤、大谷、新制、
日南の里、田町、郷原

瀬羅　悦子
下市の里、新町、
本町、鍛冶屋小路、
川井町、馬場・竹の花

宗兼　安子
五萬の里、
田総の里、
木屋全域

田　智子 【主任児童委員】
総領地区全域

［　西城地区　］	
氏　　名 担当区域

田村　富夫 本町、横町、明神町１・２・３

板本　安功 中町、十日市上・中・下、小別当、ひばり団地

恵木　美鈴 五日市１・２・３、五日市上・中・中央区

松本　公子 大佐上・沖・下、松ケ平上・下

藤原　謙治
荻野、的場、入江住宅、小坂、
大戸１・２、大屋大戸

堤　　正彦 栗上、栗中、栗下、栗沖、竹原上、竹原下

新田　晴士
奥名上・下、中平子、土井原、
竹之河内、馬場瀬、丑の河

宮本　好惠
一日市、亀崎、宮の段、有田、
本郷、大原山、小原、福山

坂本　睦子
兼利、胎蔵寺、荒槙住宅、
中野住宅、西城病院

藤田　正雄
内京、隠地、日南、小原谷、重国谷、
清正、法京寺、八日市上・下

田平　訓三
塩田、本谷、下本谷、本谷陽、寺谷、
二本栃、黒谷上・下、中 、三田

坂本　憲之
上尺田、中尺田、下尺田、長者原、別所、
田鋤、上今西、下今西、今西住宅

柳生　光明 地明、仲仙道、保賀谷、坂根、一の組、梶谷

小笠原洋行
上組、平組、灰庭、石原組、
衣木組、中組、門平組

曾利　雪子 上市場、下市場、三坂中東・三坂中西、岩祖

鉄岡　　誠 上高尾、下高尾、植木、奥八鳥

光永　啓子 【主任児童委員】西城地区全域

明賀　裕子 【主任児童委員】西城地区全域

［　東城地区　］	
氏　　名 担当区域

政野　邦子
川西（宮平、比奈、陰地、
川西住宅、宮平市民住宅、
宮平団地、東寿園、有栖川荘）

山岡　克志 川西（促進住宅、川西下１）

平木　幸夫
川西（川西下２～４、旭ヶ丘第１・
第２住宅、キャッスル伊藤）

中間　　武 東城（上市１～６、上の町１～６）

村上　聖子 東城（備中町、上・中・下本町、浜栄町）

佐々木　満 東城（館町全域、天神団地）

斎藤　時子 川西（大正町、新町、新丁上、新丁中）

金藤　政子
川東（若松、日東住宅、東本町、
大橋通り、昭和町、朝日町）

名越　光子
川西・川東（桜町全域、山鉄第二自治寮、
川東下５・６、竹屋アパート）

松村　貴江
川東（坂本、市頭中・下、佐川アパート、
福田アパート、幟町、吉岡ハイツ）

藤尾　　勝
川東（野組、川東上、聖団地、久松、
西佐川アパート、川東下１～４、
川東央、NTT社宅）

岩田　光範
川西（新丁奥、新丁下、
下川西下、下川西奥、鯉の池）

金丸　和夫
福代全域、川東（川東第１・第２住宅、
福代住宅、市頭上、ファインコーポ）

西口　晴惠 戸宇全域

中島　好昭
小奴可（日野原、栃木、後田、
西組、寺迫、板井谷、持丸）

川島　久司 小奴可（市場、弓場、鳥長、笑田）

谷川あけ美
小奴可（明神、奴可部、三門、
駅道、妙見）、加谷全域

	
氏　　名 担当区域

森田　淳三 内堀・塩原全域

福永　米子 千鳥・小串全域

佐藤　和義 森（森１～３、森７～９）、川鳥（川鳥１）

本　一 川鳥（川鳥２～５）、保田全域

高柴　和哲 森（森４～６）、田黒全域

奥田　泰幹 菅（篠原、菅１～４、駅前）、受原全域

恩地健太郎 竹森全域、山田

若林　元美 粟田（東区全域、福永、沢田、平組、近光）

下川　義子 粟田（南区全域、西の谷、堀谷、清実）

田邉　和幸 粟田（北区全域、朝倉、石寺、成末）

小塩　麗子 帝釈山中全域

瀧口　安則 帝釈始終全域（雨連を除く）

三好　和子 帝釈未渡全域、帝釈始終一部（雨連）

田邉　正子 帝釈宇山全域

藤原つたこ 久代（久代10区～15区）

瀬尾　　貢 久代（久代１区～９区、久代16区）

田中美保子 三坂・新免全域

髙尾　純子 【主任児童委員】東城地区全域

瀬尾香代子 【主任児童委員】東城地区全域

新しい民生委員児童委員
問い合わせ

新しい民生委員児童委員

いがい　よしえ もりえ　みつあき

たむら　とみお
まさの　くにこ

もりた　じゅんそう

ふくなが　よねこ

さとう　かずよし

よしもと　かずのり

たかしば　かずのり

おくだ　やすよし

おんじ　けんたろう

わかばやし　もとみ

しもかわ　よしこ

たなべ　かずゆき

おしお　れいこ

たきぐち　やすのり

みよし　かずこ

たなべ　まさこ

ふじわら　つたこ

せお　みつぎ

たなか　みほこ

たかお　じゅんこ

せお　かよこ

やまおか　かつし

ひらき　ゆきお

なかま　たけし

むらかみ　せいこ

ささき　みつる

さいとう　ときこ

かねとう　まさこ

なごし　みつこ

まつむら　のりえ

ふじお　まさる

いわた　みつのり

かねまる　かずお

にしぐち　はるえ

なかしま　よしあき

かわしま　ひさし

たにかわ　あけみ

いたもと　やすのり

えぎ　みすず

まつもと　きみこ

ふじわら　けんじ

つつみ　まさひこ

にった　はるし

みやもと　よしえ

さかもと　むつこ

ふじた　まさお

たひら　くんそう

さかもと　のりゆき

やぎゅう　みつあき

おがさわら　ひろゆき

そり　ゆきこ

てつおか　まこと

みつなが　けいこ

みょうが　ゆうこ

いちやま　みちこ
だて　みよこ いしでら　たけし ほそだ　のりこ

かわち　まさし

たなべ　たかこ

やぶき　やすなか

やまさか　なおこ

かとう　ひであき

せら　えつこ

むねかね　やすこ

いまだ　さとこ

もりた　かずのり

かとう　ためこ

なんば　けんじ

ほそだ　きぬこ

ふくみつ　すえこ

とみだ　ひろこ

しらはた　けんそう

もりおき　みゆき

おちあい　ゆういち

たねもと　ふみこ

はやし　ようこ

あまね　かずお

いいじま　よしこ

おおさか　えつこ

まぶね　てるお

くさたに　すえひろ

こだま　みつこ

かわかみ　よしみ

ふくだ　みつあき

こだま　とみえ

ためだ　たかし

こうの　くにこ

さだもと　けんいち

はたなか　ぐんじ

いまい　みつお

かしま　ひであき

たかむら　よしふみ

ゆずりは　しげのり

ささき　ひろこ

いしかわ　きくみ

ひりうち　ひろあき

わたなべ　しんゆう

くわばら　みつお

よこやま　みちこ

ほりかわ　みよこ

いとたに　かずえ

ふじもと　のぶあき

さたけ　みさえ

たかはし　ひでのり

なかむら　ゆたか

とびたに　ちかよし

もりとう　よしあき

たちばな　ありさ

くろなが　ひろし

ためとう　まもる

いしはら　みつよし

ながさこ　しんじ

なかむら　よしふみ

あたらし　まさかず

せおう　たづこ

ともくに　たかみ

まつだ　みよこ

はらだ　みずこ

くにちか　こうじ

はただ　とみこ

にし　きょうこ

まさなが　みどり

みかみ　ともみち

みずなが　くにひろ

さねやす　ひろみ

いわさき　ひろし

いずみ　ふみえ

すずき　るみこ

みかみ　としえ

まつもと　まさゆき

とよた　ただし

かねちか　あつこ

だて　やすお

かとう　よしたか

やまひら　たかゆき

ながさこ　ひであき

かいざき　わかこ

たけもと　けんそう

たなべ　ひろし

たけひさ　きょうこ

みかみ　かずき

ながい　としゆき

さとう　つとむ

しおもと　ちえこ

たかお　たずこ

もりもと　じゅんそう

すざわ　すまこ

くにもと　かよこ

かとう　たつえ

くらいし　けんりょう

かど　ゆうさぶろう

たにぐち　すみこ

ふじわら　みほこ

おおまえ　よしかず

まつもと　さちえ

ながお　しょうじ

やぶき　けいこ

おおがけ　みきこ

もりもと　しずみ

ふじかわ　よしか

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 10 11｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら



Series National Health Insurance

１

２疾病別のかかった医療費割合

　

前
回
、医
療
費
が
高
い
状
況
が
続
い
て
い

る
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、そ
の
医
療
費
を
も
う
少
し
詳
し

く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
人
当
た
り
の
診
療
費
を
見
て
み
る
と･･･

　

グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
、
国
保
加
入
者
に
係

る
一
人
当
た
り
診
療
費
は
、
県
平
均
と
比
べ

て
高
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
み
て
も
広
島
県
は
診
療

費
が
高
い
傾
向
で
す
。

ど
ん
な
病
気
が
多
い
の
？

　

今
年
５
月
診
療
分
で
の
、
疾
病
分
類
別

の
病
院
に
か
か
っ
た
件
数
割
合
（
グ
ラ
フ

２
）
で
は
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
は
じ
め

と
す
る
循
環
器
系
疾
患
が
全
体
の
21
・
７
％

と
最
も
多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
か
か
っ
た

医
療
費
の
割
合
で
は
、
循
環
器
系
疾
患
や
胃

炎
・
歯
周
疾
患
を
は
じ
め
と
す
る
消
化
器
系

疾
患
、
が
ん
な
ど
の
新
生
物
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
、
普
段

の
生
活
習
慣
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。

◆
収
集
木
材

　
　

市
内
の
山
林
か
ら
出
さ
れ
る
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
間
伐
材
お
よ
び
林
地
残
材

◆
対
象
者

　

市
内
山
林
の
個
人
所
有
者
、
自
治
組
織

　

※
専
業
で
林
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
除
く

◆
受
入
場
所

庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱

庄
原
市
森
の
ペ
レ
ッ
ト
工
場
（
庄
原
市
是
松

町
20
‐
31
庄
原
工
業
団
地
内
）

◆
受
入
時
間

８
時
30
分
～
16
時
30
分
（
平
日
の
み
）

◆
申
し
込
み

　

事
前
に
庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱
へ
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
収
集
の
内
容

自
ら
間
伐
を
実
施
し
、
原
木
を
直
接

持
ち
込
む
場
合

○
材
の
長
さ　

１
～
３
メ
ー
ト
ル

○
元
口
径　

５
㌢
以
上
（
枝
払
い
が
必
要
）

○
買
い
取
り
価
格　

７
０
０
０
円
／
ト
ン

□
危
険
な
生
活
習
慣
病

　

生
活
習
慣
病
は
深
刻
な
症
状
を
引
き
起
こ

す
要
因
と
な
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

今
月
の
「
健
康
広
場
」
で
、
生
活
習
慣
病

の
代
表
的
な
「
高
血
圧
」
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

次
回
は
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
医
療
費
節
約
の
た

め
の
ヒ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
税
込
み
）
を
、
庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト

㈱
か
ら
振
込
み
ま
す
。

○
そ
の
他　

伐
採
後
１
年
以
内
の
材
が
対

象
。
一
人
当
た
り
10
ト
ン
を
上
限
と
し
、
予

定
収
集
量
に
届
き
次
第
、
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
。

※
５
ト
ン
以
上
の
場
合
は
集
荷
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
組
合
や
素
材
生
産
業
者
へ
依
頼

し
て
木
材
を
伐
採
・
搬
入
す
る
場
合

○
末
口
径　

５
セ
ン
チ
以
上

○
買
取
価
格　

１
０
０
０
円
／
ト
ン
（
税
込

み
）
を
、
庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱
か
ら

山
林
所
有
者
へ
振
り
込
み
ま
す
。

●
事
業
概
要
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
３
０

●
ペ
レ
ッ
ト
製
造
お
よ
び
木
材
収
集
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
６
３
１
０

　

医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
支
払
っ

た
額
（
入
院
時
の
食
費
負
担
や
差
額

ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。）
が
、

暦
月
（
月
の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
）

で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、「
高

額
療
養
費
」
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
に
は
領
収
書
が
必
ず
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
な
ど
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
領
収
書
を
大
事
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
自
己
負
担
限
度
額
は
、
年
齢

や
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

限
度
額
認
定
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　

あ
ら
か
じ
め
入
院
な
ど
で
医
療
費
が

高
額
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
場
合
は
、

事
前
に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
負

担
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
認
定

証
は
申
請
後
、
即
日
交
付
し
ま
す
。
た

だ
し
、
認
定
証
の
交
付
に
は
年
齢
、
所

得
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
８

シリーズ ～
庄
原
市
国
保
の
将
来
の
た
め
に
～

「
医
療
費
の
状
況
」

第２回

入
院
や
通
院
な
ど
で
医
療
費
が
高

額
に
な
っ
て
も
、
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
金
額
は
、
申
請
し
認

定
さ
れ
る
と
支
給
さ
れ
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
原
料
の
木
材
を
買
い
取
り
ま
す

林
業
振
興
課
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
３
０

　

市
は
、
未
利
用
木
材
の
有
効
活
用
と
山
林
所
有
者
の
利
益
創
出
を
事
業
目
的

に
掲
げ
、
ペ
レ
ッ
ト
製
造
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
し
て
い
る
庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱
が
、

原
料
に
使
用
す
る
原
木
の
買
い
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　現在、木材の価格は安いで
すが、相場より高く買い取っ
ていただけ、収集にも来ても
らえるので利用しています。
間伐など山を手入れして出た
木を整理でき、少しばかりの
収入にもなるので、私のよう
な兼業の人には有利な事業だ
と思います。

中市俊篤さん（高野町）

■持ち込み場所
利用者の　

持ち込み材のイメージ

声

グラフ１グラフ２

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 12 13｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら



　
　

健

広
場

康h
e

a
lth

y c
o

lu
m

n

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
寒
さ
が
一
段
と
厳
し

く
な
り
、暖
房
器
具
な
ど
火
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。ま
た
、空
気
も
乾
燥

し
、火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況
に
な

り
ま
す
。

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
に
使
用
す
る

灯
油
を
、灯
油
容
器
（
ポ
リ
タ
ン
ク
）に
保
管

し
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、灯
油
を
適
切
に
保

管
す
る
と
と
も
に
、暖
房
器
具
を
安
心
安
全

に
使
う
た
め
に
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
火
気
に
は
近
づ
け
な
い

　
引
火
防
止
の
た
め
、灯
油
容
器
を
火
気
か

ら
２
メ
ー
ト
ル
以
上
離
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
入
れ
な
い

　
灯
油
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
て
し
ま
う

と
容
器
が
侵
さ
れ
、変
形
し
、漏
れ
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、灯
油
以
外
は
絶
対
に
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

③
保
管
の
際
に
は
直
射
日
光
を
避
け
る

　
紫
外
線
の
影
響
を
受
け
る
状
態
で
の
保
管

は
、灯
油
容
器
の
劣
化
が
早
く
進
み
ま
す
。影

響
を
受
け
な
い
場
合
で
も
５
年
を
目
安
に
取

り
替
え
る
と
安
全
で
す
。灯
油
容
器
に
表
示

さ
れ
て
い
る
「
製
造
年
月
」を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

④
密
栓
し
て
貯
蔵
す
る

　
左
右
の
栓
が
し
っ
か
り
と
閉
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
し
ま
っ
て
く
だ
さ

い
。⑤

注
油
の
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

　
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
注
油
す
る
と
き
は
、必

ず
消
火
を
確
認
し
た
後
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
（
そ
の
９
）

　
さ
あ
、カ
キ
や
ク
リ
な
ど
落
葉
果
樹
の
葉

も
落
ち
て
、獣
害
に
強
い
樹
形
作
り
の
た
め

の
剪
定
が
で
き
る
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
果
樹
の
剪
定
順
や
グ
ッ
ズ

に
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
の
豆
知
識

　
ウ
メ
か
ら
切
り
始
め
て
カ
キ
で
終
わ
る
剪

定
の
順
で
す
。

～
落
葉
果
樹
剪
定
作
業
の
順
序
～

・
ま
ず
は
ウ
メ
か
ら

　
落
葉
果
樹
の
中
で
最
も
早
く
花
を
咲
か
せ

る
の
は
ウ
メ
で
し
た
よ
ね
。
１
月
下
旬
に
は

花
芽
が
膨
ら
み
始
め
ま
す
。
芽
が
膨
ら
め
ば

膨
ら
む
ほ
ど
、
ち
ょ
っ
と
触
っ
た
だ
け
で
ポ

ロ
リ
と
落
ち
や
す
く
な
る
の
で
、
庭
先
果
樹

の
ウ
メ
の
剪
定
は
年
内
に
。

　

剪
定
し
た
枝
を
バ
ケ
ツ
に
で
も
生
け
て
暖

か
い
屋
内
に
置
い
て
お
け
ば
、
お
正
月
に
花

を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。

・
次
は
キ
ウ
イ

　
次
に
、
厳
寒
の
12
月
～
１
月
に
済
ま
せ
て

お
き
た
い
の
が
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
。
２
月
下

旬
に
は
樹
液
が
動
き
始
め
、
切
り
口
か
ら
ポ

タ
ポ
タ
溢
れ
る
た
め
、
遅
れ
る
と
樹
勢
が

弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

・
カ
キ
が
最
後
で
３
月
中
旬
に
は
終
え
る

　
ウ
メ
、
キ
ウ
イ
が
終
わ
れ
ば
、
あ
と
は
ナ

シ
、
ク
リ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
あ
ま
り
順
序
を
気

に
し
な
く
て
い
い
で
す
が
、
最
後
は
カ
キ
。

１
年
で
結
構
太
い
枝
が
増
え
ま
す
が
、
３
月

に
は
枝
が
柔
ら
か
く
な
り
切
り
や
す
い
か
ら

で
す
。

　

今
月
の
手
抜
き
作
業

　
あ
れ
ば
便
利
な
手
抜
き
用
グ
ッ
ズ
、
紹
介

し
て
お
き
ま
す
ね
。

・
腰
を
傷
め
な
い
太
枝
切
り
鋏ば

さ
み

　

持
っ
て
い
る
と
便
利
な
の
が
、
剪
定
し
た

枝
を
小
切
り
に
し
て
片
付
け
た
い
と
き
に
便

利
な
太
枝
切
り
鋏
。

　

刃
の
部
分
は
普
通
の
剪
定
鋏
を
大
き
く
し

た
形
で
、
５
～
60
セ
ン
チ
位
の
長
さ
の
柄
を

両
手
で
持
っ
て
切
る
も
の
。
相
当
太
い
枝
ま

で
楽
に
切
れ
ま
す
し
、
腰
を
伸
ば
し
た
ま
ま

屈
ま
ず
に
、
地
面
に
置
い
た
枝
を
ど
ん
ど
ん

切
っ
て
い
け
る
の
で
、
疲
れ
な
い
し
後
片
付

け
が
楽
に
な
り
ま
す
よ
。

私
に
も
で
き
る
獣
害
対
策　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

庄
原
消
防
署 

☎ 

０
８
２
４
‐
７
２
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署 

☎ 

０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

（近畿中国四国農業研究センター

井上雅央）　　

灯
油
容
器
（
ポ
リ
タ
ン
ク
）の

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

適
正
利
用
を

高
血
圧
の
治
療
開
始
ま
で

　

日
本
人
の
高
血
圧
有
病
者
数
は
４
千
万
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
動
脈
硬
化

性
疾
患
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
血
圧
が
10㎜

Ｈｇ
上
昇
し
た
だ
け
で
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞

の
危
険
度
が
15
～
20
％
増
加
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
自
覚
症
状
に
乏

し
い
病
気
な
の
で
、
ま
ず
は
自
分
の
血
圧
を

知
る｢

家
庭
血
圧
測
定｣

が
大
切
で
す
。
家

庭
血
圧
を
正
し
く
測
定
し
、
血
圧
が
１
３
５

／
85
㎜
Ｈｇ
以
上
だ
っ
た
場
合
は｢

高
血
圧

｣

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。｢

高
血
圧｣

で

あ
れ
ば
一
度
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

医
療
機
関
で
は
①
血
圧
の
値
に
よ
る
高
血

圧
重
症
度
②
高
血
圧
以
外
の
動
脈
硬
化
危
険

因
子
―
を
評
価
し
て
、
受
診
者
の
動
脈
硬
化

危
険
度
（
リ
ス
ク
）
を
評
価
し
ま
す
。
高
リ

ス
ク
で
あ
れ
ば
直
ち
に
血
圧
を
下
げ
る
投
薬

治
療
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
中
等
リ
ス
ク
で
は

１
カ
月
の
、
低
リ
ス
ク
で
は
３
カ
月
の
生
活

習
慣
を
改
善
し
、
そ
れ
で
も
血
圧
が
下
が
ら

な
け
れ
ば
投
薬
を
行
い
ま
す
。ま
れ
で
す
が
、

血
圧
上
昇
ホ
ル
モ
ン
が
原
因
で
あ
る｢

治
せ

る
高
血
圧｣

を
診
断
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

高
血
圧
予
防

　

薬
に
よ
る
高
血
圧
治
療
（
降
圧
薬
療
法
）

が
一
般
的
で
す
が
、
な
ん
と
か
高
血
圧
を
予

防
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。｢

薬
は
使
い
た

く
な
い
！｣

と
思
う
の
は
当
然
の
気
持
ち
で

す
。高
血
圧
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
あ
り
、

生
活
習
慣
の
改
善
が
高
血
圧
を
予
防
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
大
事
な
６
つ
の
生
活

習
慣
の
改
善
項
目
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

１  

食
塩
制
限
（
減
塩
）

　

最
も
重
要
な
項
目
の
一
つ
で
す
。
以
前
は

東
北
地
方
で
塩
分
の
摂
取
量
が
多
く
、
１
日

20
ｇ
以
上
の
食
塩
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
時
期
こ
の
地
方
で
は
高
血
圧
・
脳
卒
中
の

発
症
が
非
常
に
多
く
、
減
塩
の
重
要
性
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
日
本
人
は
10
～
11
ｇ
／
日
の
食
塩
を

と
っ
て
い
ま
す
。
１
日
１
ｇ
の
減
塩
が
１
～

２
㎜
Ｈｇ
の
血
圧
低
下
を
も
た
ら
し
て
く
れ

ま
す
。
６
ｇ
／
日
以
下
を
目
標
に
し
ま
し
ょ

う
。
食
品
包
装
紙
の
成
分
表
で
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
＝
食
塩
）
含
有
量
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ

う
。（
注
意　

ナ
ト
リ
ウ
ム
×
２
・
５
が
食
塩

量
で
す
。）
最
近
で
は
検
尿
検
査
で
食
塩
摂

取
量
の
推
定
が
で
き
ま
す
。
自
身
の
「
塩
分

と
り
す
ぎ
」
が
気
に
な
る
方
は
医
療
機
関
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２  

食
塩
以
外
の
栄
養
素

　

野
菜
・
果
物
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
の
不
足
は
血
圧
上
昇

と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
魚
（
魚
油
）
を
し
っ

か
り
と
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
控
え
ま

し
ょ
う
。

３  

減
量

　

適
正
体
重
（
体
格
指
数
〔
Ｂ
Ｍ
Ｉ
〕=

体

重
kg
÷
〔
身
長
ｍ
×
身
長
ｍ
〕 

が
25
未
満
）

に
な
る
よ
う
に
維
持
し
ま
し
ょ
う
。
肥
満
者

は
４
～
５
kg
の
減
量
で
降
圧
効
果
が
出
て
き

ま
す
。

４  

運
動

　

毎
日
30
分
以
上
の
定
期
的
な
運
動
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
10
分
以
上
の
運
動
を
合
計
し
て

30
分
以
上
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
に
こ
に
こ

ペ
ー
ス
の
有
酸
素
運
動
が
い
い
で
し
ょ
う
。

５  

節
酒

　

飲
酒
は
一
時
的
に
は
血
圧
を
下
げ
ま
す

が
、長
期
多
量
の
飲
酒
は
血
圧
を
上
げ
ま
す
。

一
方
少
量
の
飲
酒
は
死
亡
率
を
下
げ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。節
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
日
本
酒
１
合
、
ビ
ー
ル
中
瓶
１
本
、
焼
酎

半
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
１
杯
、
ワ
イ
ン

２
杯
弱
ま
で
が
適
当
で
す
。）

６  

禁
煙

　

喫
煙
に
よ
り
一
時
的
に
血
圧
は
上
昇
し
ま

す
。
喫
煙
は
そ
れ
自
体
が
動
脈
硬
化
の
一
因

で
あ
り
、
禁
煙
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　

家
庭
血
圧
測
定
と
生
活
習
慣
改
善
。
高
血

圧
予
防
を
今
日
か
ら
一
緒
に
始
め
ま
し
ょ

う
。

庄原赤十字病院
第一循環器科部長

杉　野　　　浩

「高血圧予防」
す ぎ の ひろし

を始めましょう

今日から

シリーズ
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高野支所

見
学
は
来
年
の
春
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
！

道
の
駅
た
か
の
雪
室
施
設
一
時
利
用
休
止

企画課

研
究
成
果
の
活
用
に
期
待

庄
原
市
県
立
広
島
大
学
研
究
開
発
助
成
事
業
報
告
会

商工観光課

求
職
者
と
地
元
企
業
を
つ
な
ぐ

庄
原
市
合
同
就
職
面
接
会

情報政策課

庄
原
い
ち
ば
ん
ロ
ゴ
が
郵
便
物
で
全
国
に

郵
便
局
が
庄
原
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
シ
ー
ル
を
市
に
寄
贈

企画課

友
好
交
流
を
確
認
し
絆
を
深
め
る

庄
原
市
友
好
訪
問
団
が
中
国
綿
陽
市
を
訪
問

Topics   SHISEI  Topics市政トピックス

高
野
観
光
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
道
の
駅
た

か
の
）に
設
置
し
て
い
る
雪
室
施
設
は
、雪
の

入
れ
替
え
準
備
の
た
め
、11
月
11
日
か
ら
利

用
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

こ
の
雪
室
は
西
日
本
で
は
珍
し
い
天
然

雪
の
冷
蔵
施
設
と
あ
っ
て
、体
験
室
入
口
に

は
連
日
の
よ
う
に
列
が
で
き
、一
躍
人
気
ス

ポ
ッ
ト
に
。中
に
入
っ
た
感
想
を
聞
く
と「
夏

で
も
雪
が
あ
っ
て
す
ご
い
」「
ず
っ
と
お
っ
た

ら
寒
い
」と
驚
き
の
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

気
温
１
度
、湿
度
98
％
の
貯
蔵
室
は
、希
望

者
が
加
工
品
な
ど
を
貯
蔵
し
、雪
室
ブ
ラ
ン

ド
商
品
と
し
て
販
売
。「
道
の
駅
た
か
の
」の

特
産
品
コ
ー
ナ
ー
で
も
売
れ
筋
の
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
に
４
ト
ン
車
で
２
０
０
往
復

し
て
搬
入
し
た
雪
は
、今
年
の
暑
い
夏
を

乗
り
越
え
、10
月
末
現
在
で
当
初
の
約
半
分

に
ま
で
減
少
。一
旦
全
て
を
溶
か
し
た
後
、冬

の
間
に
「
道
の
駅
た
か
の
」の
周
辺
に
積
も

る
雪
を
搬
入
し
、来
年
４
月
か
ら
施
設
利
用

を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

雪
室
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、高
野
支
所
産
業
建
設
室
（
０
８
２
４
‐

８
６
‐
２
１
１
３
）ま
で
。

市
が
助
成
し
県
立
広
島
大
学
が
取
り
組
ん

だ
研
究
成
果
を
発
表
す
る
「
県
大
助
成
事
業

報
告
会
」を
11
月
18
日
、庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
研
究
の

う
ち
、平
成
24
年
度
で
研
究
期
間
が
満
了
し

た
も
の
を
中
心
に
、各
研
究
者
が
計
５
件
を

報
告
。事
業
者
や
市
民
な
ど
１
０
０
人
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
り
、竹
を
活
用
し
た
ヒ
ラ

タ
ケ
の
栽
培
法
確
立
、有
色
米
糖
化
液
を
活

用
し
た
新
た
な
商
品
開
発
、ヒ
ゴ
タ
イ
の
保

護
増
殖
な
ど
、報
告
さ
れ
た
成
果
や
そ
の
活

用
方
法
を
め
ぐ
っ
て
、活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、研
究
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
、事

業
化
し
て
い
く
と
い
っ
た
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
元
企
業
22
社
が
参
加
す
る
庄

原
市
合
同
就
職
面
接
会
を
11
月
３

日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄
原
が
主

催
す
る
こ
の
面
接
会
は
、
近
年
の

厳
し
い
雇
用
情
勢
を
受
け
、
庄
原

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
を
広
く
募

り
、
直
接
面
接
に
よ
る
就
労
支
援

と
地
元
企
業
の
人
材
確
保
を
目

的
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
開
催

し
て
い
る
も
の

で
、
毎
年
十
数

人
の
内
定
者
が

決
ま
っ
て
い
ま

す
。当

日
は
来
春

卒
業
予
定
の
学

生
を
中
心
に
42

人
が
来
場
。
就

職
を
希
望
す
る

企
業
と
の
面
接

に
臨
み
、
担
当

者
の
説
明
を
熱

心
に
聞
く
姿
が

見
ら
れ
る
な
ど
、

活
気
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

今
年
は
若
者

の
就
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
北

部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
職
員
も
駆
け
つ
け
、
来
場

し
た
新
卒
予
定
者
へ
適
職
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
の
就
職
相
談
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
企
業
か
ら
は
「
面
接
会
と

い
う
形
式
で
、
応
募
の
少
な
い
新

卒
者
と
も
面
接
が
で
き
、
手
応
え

を
感
じ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

市
は
庄
原
郵
便
局
が
作
製
し
た
庄
原
市
Ｐ

Ｒ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
シ
ー
ル
の
寄
贈
を
受
け
ま
し

た
。庄

原
郵
便
局
は
、
市
が
制
定
し
た「
庄
原

市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」を
プ
リ
ン
ト
し
た

シ
ー
ル
４
万
５
千
枚
を
作
製
。
10
月
25
日
、

庄
原
郵
便
局
の
清
水
潔
局
長
ら
４
人
が
市

役
所
を
訪
れ
、
作
製
し
た
シ
ー
ル
の
う
ち

２
５
０
０
枚
を
木
山
耕
三
市
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。

こ
の
シ
ー
ル
は
、
日
本
郵
政
㈱
が
経
費
を

負
担
し
、
市
内
の
22
郵
便
局
で
特
産
品
な

ど
を
送
る
利
用
者
に
無
償
提
供
さ
れ
ま
す
。

シ
ー
ル
を
荷
物
に
貼
付
す
る
な
ど
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
市
内
外
へ
庄
原
市
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
す
。

寄
贈
を
受
け
た
シ
ー
ル
は
10
月
26
日
・
27

日
に
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
広
島
２
０
１
３
・
第
４
回
広
島

て
っ
ぱ
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
で
活
用
し
ま
し

た
。今

後
、
市
全
体
で
一
体
と
な
り
オ
ー
ル
庄

原
で
市
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る
た
め
、
市
は
こ
の

マ
ー
ク
の
積
極
的
な
活
用
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

10
月
28
日
～
30
日
の
３
日
間
、

木
山
耕
三
市
長
を
団
長
と
す
る
庄

原
市
友
好
訪
問
団
６
人
が
中
国
四

川
省
綿
陽
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

庄
原
市
と
綿
陽
市
は
、
平
成
２

年
に「
経
済
技
術
友
好
協
力
協
定
」

を
締
結
し
て
か
ら
20
年
以
上
、
友

好
交
流
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
公
式
訪
問
に
加
え
、
両
市

の
児
童
・
生
徒
や
議
会
関
係
者
な

ど
の
相
互
訪
問
な
ど
に
よ
っ
て
友

好
関
係
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

綿
陽
市
に
到
着
し
た
訪
問
団

は
、
行
政
府
に
あ
た
る
綿
陽
市

人
民
政
府
と
、
議
会
に
あ
た
る

人
民
代
表
大
会
を
表
敬
訪
問
し
、

林り
ん
し
ょ
せ
い

書
成
綿
陽
市
長
ら
関
係
者
か
ら

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
綿

陽
市
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
対

し
木
山
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
両
市
の
信
頼
関
係
を
礎
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
友

好
関
係
の
発
展
、
新
た
な
歴
史
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
懇
談
が
行
わ
れ
、
友
好
交

流
の
継
続
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
平
成
20
年
に
発
生
し

た
四
川
大
地
震
の
現
地
や
火か

き
ょ炬
実

験
小
学
校
を
視
察
。
ま
た
、
庄
原

市
が
支
援
し
設
置
さ
れ
た
綿
陽
庄

原
友
好
小
学
校
を
訪
問
。
火
炬
実

験
小
学
校
で
は
３
０
０
０
人
余
り

の
全
校
児
童
に
よ
る
民
族
舞
踊
な

ど
で
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
る
と

と
も
に
、
両
小
学
校
で
授
業
の
見

学
や
児
童
と
の
交
遊
な
ど
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
児
童
た
ち
と
直
接
触
れ

合
い
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
約
66
㌶
の
農
地
で

ぶ
ど
う
等
を
栽
培
し
て
い
る
新し
ん
あ
ん安

農
業
公
園
な
ど
の
視
察
や
現
地
農

家
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雪室に半分ほど残っている雪。（11 月７日撮影）

報告内容について熱心に耳を傾ける来場者

面接会の様子

友好交流の継続を確認する木山市長と林綿陽市長
（右）。中央は竹内光義庄原市議会議長

火炬実験小学校全校児童による熱烈な歓迎の様子

深川卓美比和郵便局長（左）から
シールを受け取る木山市長
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自治振興課

移
住
希
望
者
を
庄
原
市
へ
呼
び
込
む

市
内
で
定
住
相
談
会
を
初
開
催

生涯学習課

実
業
団
選
手
か
ら
基
本
技
術
を
学
ぶ

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室市民生活課

公
共
バ
ス
を
も
っ
と
身
近
に

山
内
小
学
校
で
『
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
』

商工観光課

庄
原
観
光
の
将
来
像
を
描
く

観
光
地
づ
く
り
講
座

保健医療課

市
内
で
の
産
科
医
療
再
開
の
早
期
実
現
を

備
北
圏
域
と
庄
原
市
の
産
科
医
療
を
考
え
る
集
い

Topics   SHISEI  Topics市政トピックス

市
は
11
月
３
日
、市
外
の
方
を
対
象
に
し

た
「
庄
原
定
住
相
談
会
」を
庄
原
市
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、大
阪
な
ど
の
大
都
市
圏
で

他
の
自
治
体
と
合
同
で
行
う
相
談
会
に
は
出

展
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
初
の
試
み
と
し

て
本
市
独
自
で
市
内
で
行
う
相
談
会
を
開
き

ま
し
た
。

当
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
遠
く
は
広
島

市
か
ら
20
人
を
超
え
る
方
が
相
談
に
訪
れ
ま

し
た
。移
住
す
る
際
の
不
安
な
面
や
疑
問
に

思
う
こ
と
な
ど
を
相
談
さ
れ
た
職
員
は
、空

き
家
バ
ン
ク
物
件
や
自
治
振
興
区
活
動
の
紹

介
な
ど
本
市
の
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、一

つ
一
つ
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

本
年
度
の
定
住
相
談
件
数
は
10
月
末
時
点

で
68
件
、昨
年
同
時
期
に
比
べ
て
30
件
増
加

し
て
お
り
、庄
原
市
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

市
は
今
後
、課
題
と
な
っ
て
い
る
移
住
者

の
受
け
入
れ
に
必
要
な
住
宅
や
仕
事
を
確
保

し
て
い
く
た
め
、自
治
振
興
区
や
市
内
企
業

と
も
連
携
し
、全
市
を
挙
げ
て
定
住
の
促
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

庄
原
市
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

10
月
19
日
、市
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し

た
。今

回
で
６
回
目
と
な
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
に
は
、市
内
の
小
学
生
バ
レ
ー
チ
ー
ム
７

チ
ー
ム
を
は
じ
め
91
人
が
参
加
。和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、講
師
の
マ
ツ
ダ
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
選
手
12
人
か
ら
ト
ス
や
レ
シ
ー

ブ
の
基
本
技
術
や
動
作
、練
習
方
法
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
集
中
力
を
切
ら
す
こ
と
な

く
教
わ
っ
た
動
作
を
繰
り
返
す
な
ど
、終
始

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
丁
寧
に
優
し
く
教
え
て
も
ら

え
て
よ
か
っ
た
。来
年
も
参
加
し
た
い
」と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

「
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
」
が
11
月
２
日
、

山
内
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
や
山

内
保
育
所
の
園
児
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

山
内
自
治
振
興
区
、
備
北
交
通
㈱
、
市
の

三
者
が
共
催
し
て
行
う
こ
の
教
室
は
、
自
ら

移
動
手
段
を
持
た
な
い
人
が
日
常
生
活
を
送

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
「
公
共
交
通
」
を

地
域
の
財
産
と
し
て
将
来
に
渡
っ
て
維
持
・

確
保
し
て
い
く
た
め
、
公
共
交
通
に
対
す
る

住
民
意
識
の
向
上
と
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
市
内
で
実
際
に
運

行
さ
れ
て
い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
型
バ
ス
が
登
場
。
備
北
交
通
㈱
の
田

渕
光
明
さ
ん
と
門
世
良
一
さ
ん
が
、
運
転
手

か
ら
見
た
バ
ス
の
死
角
、
行
き
先
表
示
の
見

方
、
車
両
の
機
能
の
紹
介
、
乗
降
の
方
法
な

ど
を
説
明
し
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
を
使
用
し
た
乗

車
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
く
ま
ピ
ー
」
も
会
場
に
駆
け
つ
け
、
子
ど

も
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

山
内
自
治
振
興
区
の
市
川
基
矩
区
長
は

「
地
域
の
財
産
で
あ
る
バ
ス
の
実
態
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

今
後
も
公
共
交
通
の
必
要
性
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
や
バ
ス
事
業
者
と

連
携
し
、
こ
う
し
た
機
会
を
設
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
は
、観
光
の
専
門
家
を
招
い
た
「
観
光

地
づ
く
り
講
座
」を
11
月
19
日
・
26
日
の
２

回
、庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

第
１
回
で
は
、じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
の
檜
垣
憲
一
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
「
観

光
客
か
ら
見
た
庄
原
市
は
こ
う
だ
！
」と
題

し
、庄
原
市
観
光
実
態
調
査
の
分
析
結
果
を

基
に
、本
市
の
観
光
資
源
に
つ
い
て
消
費
者

の
認
知
度
や
興
味
度
を
解
説
。消
費
者
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
観
光
振
興
の
あ
り
方
や
、地

域
な
ら
で
は
の
食
や
体
験
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。

講
演
後
は
、参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
を

行
い
、消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
旅
行

商
品
を
そ
れ
ぞ
れ
企
画
し
発
表
し
ま
し
た
。

本
年
度
、市
は
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
経

済
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、今
後
５
年
間
の
観

光
目
標
や
施
策
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る

「
庄
原
市
観
光
振
興
計
画
」策
定
に
取
り
組
ん

で
お
り
、こ
の
講
座
で
寄
せ
ら
れ
た
参
加
者

の
声
を
、計
画
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。本
計
画
は
３
月
末
の
策
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

庄
原
市
の
地
域
医
療
を
考
え
る
会
（
庄
原

市
医
師
会
・
庄
原
赤
十
字
病
院
・
庄
原
市
）

は
11
月
７
日
、「
備
北
圏
域
と
庄
原
市
の
産

科
医
療
を
考
え
る
集
い
」
を
庄
原
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
休
止

さ
れ
て
い
る
庄
原
赤
十
字
病
院
の
産
科
の
再

開
に
向
け
た
課
題
を
市
民
み
ん
な
で
考
え
よ

う
と
開
催
し
た
も
の
で
、
市
民
約
２
６
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
の
基
調
講
演
で
は
、
産
科
婦
人
科
の

医
師
で
広
島
大
学
大
学
院
教
授
の
工
藤
美
樹

さ
ん
が
、
広
島
県
の
産
科
医
療
の
現
状
と
課

題
を
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
解

説
。
広
島
県
や
広
島
大
学
な
ど
で
つ
く
る
県

周
産
期
医
療
協
議
会
が
、
産
科
医
師
を
備
北

圏
域
に
優
先
的
に
配
置
す
る
方
針
を
固
め
た

と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

参
加
者
か
ら
産
科
再
開
の
目
途
が
い
つ
に
な

る
か
質
問
が
飛
ぶ
と
、
同
協
議
会
に
も
か
か

わ
っ
て
い
る
工
藤
さ
ん
は
「
時
期
は
明
言
で

き
な
い
が
、で
き
る
だ
け
早
く
再
開
し
た
い
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
６
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
産
科
医
療
に
つ
い
て
の
意
見
発
表

を
行
い
、
市
内
で
出
産
で
き
る
体
制
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

市
は
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
内

で
の
産
科
医
療
再
開
の
早
期
実
現
と
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

会場の様子

アタックの練習

子どもたちに大人気の「くまピー」

ＰＡＳＰＹの利用を体験する園児

講演する工藤教授

パネルディスカッションの様子

旅行商品を企画する参加者
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Report １ 粋でいなせな「お・も・て・な・し」
東城まちなみぶらり散歩ギャラリー

Report ３ 楽しくプレーし健康づくり
庄原市健康つくりグラウンドゴルフ大会

市内のイベントやまちの話題をお届けします。

身近でホットな情報をお寄せください。

情報政策課広報広聴係

☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322　　

10 月 26 日から 11 月５日までの 11 日間、街道東城路（東城町市街地）で
「東城まちなみぶらり散歩ギャラリー」が開催されました。

城下町ならではの風情と人情が残るまちなみ約 600m が丸ごとギャラリー
となり、各家のお宝をはじめ絵画や手作り品などが並びました。

期間中は、伝統行事「お通り」が開催されたほか、「南京玉すだれ」や東城
保育所の「わんぱくお通り隊」がまちを練り歩き、大勢の観光客でにぎわいま

した。
広島市から初めて訪

れた亀澤学さん悦子さ
んご夫妻は「お店の方
の対応も高校生ボラン
ティアもとても親切
で、おもてなしの心が
すばらしい。まちの雰
囲気もいいので、今度
はゆっくりと訪れてみ
たい」と声を弾ませて
いました。

第８回庄原市健康つくりグラウンドゴルフ大会が 10 月
26 日、田総の里グラウンドゴルフ場で開催され、市内各地
域の予選を勝ち抜いた 30 チーム総勢 150 人が参加しまし
た。

参加者は各グループに分かれ、24 ホールをプレー。皆さ
ん予選を勝ち抜いてきただけあって、ハイレベルな試合展開
となりましたが、終始楽しくプレーしていました。

当日の成績は次のとおりです。

Report ５ 「火の用心！」元気な声を響かせ防災誓う
比和幼年消防きららクラブが防火パレード

比和幼年消防きららクラブ防火パレードが 10 月 23
日、比和町内で開催され、比和保育所の園児 19 人が参
加しました。

参加した園児は隊列を組み、拍子木を打ち鳴らしなが
ら「火の用心！！ぜったいに火遊びはしません！！」と、
防火を呼びかけながら町内を行進しました。沿道には園
児のかわいい声を聞きつけた地域住民が駆けつけ、園児
が歌や踊りを披露すると、拍手や歓声を送っていました。

比和支所に到着した園児は「火の側では騒ぎません」
「子どもはマッチやライターをかまいません」「約束を
守って遊びます」という３つの防火の誓いを大きな声で
唱え、防火の意識をしっかりと心に刻んでいました。

Report ２ ３世代一緒に交通安全意識を高める
地域みんなの交通安全教室 in しょうばら

　シミュレーション機器を用いた体験コーナーでは、
交通安全を守る意識の大切さを身をもって体感。酒酔
いゴーグルを体験した参加者は「普通に歩くこともで
きない。この状態で運転すると思うと恐ろしい」と話
し、シートベルトコンビンサーで車の衝突時の衝撃を
体験した児童は「時速５㌔の速さでも怖かった。大人
になったら運転に気をつけたい」と話していました。

　児童・保護者・高齢者の３世代が交流しながら交通
安全について学ぶ「地域みんなの交通安全教室 in しょ
うばら」が 11 月 1 日、庄原小学校で行われました。
　庄原小学校鼓笛隊や広島県警察音楽隊による盛大な
オープニングセレモニーでスタート。交通安全○×ク
イズでは 400 人を超える参加者が挑戦し、楽しく交
通ルールについて学びました。

●団体戦
順位 男性の部 女性の部
優勝 東城男性 B 庄原女性 A

準優勝 庄原男性 C 庄原女性 D
第３位 西城男性 A 庄原女性 C

●個人戦（敬称略）
順位 男性の部 女性の部
優勝 木村　逸則（東城男性 B） 　柿本　二葉（庄原女性 A）

準優勝 佐々木　満（東城男性 C） 　瀬尾一二三（庄原女性 D）
第３位 宮脇　達郎（庄原男性 D） 　倉谷利美子（庄原女性 A）
第４位 藤川　光明（庄原男性 C） 　花田　弘子（東城女性 B）
第５位 平田　長則（庄原男性 C） 　藤仲　明子（庄原女性 C）

Report ４ 七塚原高原に子どもの笑い声が響く
第13回こどもまつり

第 13 回こどもまつりが 10 月 27 日、高原の家七塚を
メーン会場に開催され、約 3,100 人の来場者でにぎわい
ました。

当日は爽やかな晴天に恵まれ、板橋小学校６年生による
板橋一心太鼓の演奏で幕を開けました。

会場には消防はしご車の試乗や牛の乳搾りができる体験
コーナーが設けられ、山の遊び場ではダンボール滑り台や
ダンボール迷路が作られるなど、秋の七塚原高原に、時を
忘れて遊ぶ子どもたちの笑い声が響きました。

また、子育てを応援する市内の団体が実行委員会を組織
し、約 150 人がボランティアの運営スタッフとして参加。
地域ぐるみでたくさんのスタッフが力を合わせ、「地域の
みんなで一緒に子育てをしよう」のメッセージを来場者に
向け発信しました。

▲ナイスショットが連発

▲火の用心！と呼びかけながらパレードする園児 ▲シートベルトコンビンサー体験に衝撃を受ける児童 ▲酒酔いゴーグルを体験する参加者

▲お通り▲来客をおもてなし（左）。来訪者へ案内をする東城応援隊（右）　

▲山の斜面を利用したダンボール滑り台
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Report ６ 日頃の活動が高く評価
北自治振興区が県知事表彰受章

Report  10

Report ７

命を守る避難行動を確認

元気と笑いで健康寿命を延ばそう

川手上自主防災本部防災訓練

口和健康福祉祭わいわいフェスタ

北自治振興区が、平成 25 年度広島県知事表彰［消防関
係功労者（自主防災組織の部）］を受章しました。

自治振興区発足以来、自主防災活動に取り組んできた同
自治振興区は、平成 22 年の庄原ゲリラ豪雨災害での迅速
な被災者支援などの対応や、定期的な講習会の実施、視察
の受け入れなど、これまでの取り組みが評価され今回の受
章となりました。

11 月 7 日、広島県庁での授章式に臨んだ大迫孝区長は
「今回の栄誉を区民全員の励みとして深く受け止め、より
一層安心で安全な地域づくりにまい進するとともに、自主
防災意識の高揚を図り、みんなの力でできる防災対策に取
り組み、『北地区に住んでよかった』と言われるまちづく
りを目指して頑張りたい」と決意を新たにしていました。

川手町の川手上自主防災本部は 10 月６日、ゲリラ
豪雨による土砂災害を想定した防災訓練を実施し、川
手上自治会の 72 人が参加しました。

訓練では、土砂災害が起きる前兆現象を目撃した住
民から連絡を受けた防災本部が避難を決定。係員が拡
声器で地域に避難を呼びかけるとともに、各世帯に整
備されている告知システム「エリアトーク」の一斉放
送で避難を呼びかけました。住民は係員の誘導のもと
市総合体育館へ歩いて避難。寝たきりの高齢者の避難
を想定した担架による避難支援の確認も行いました。

また、炊き出し訓練では、市保健福祉センターの調
理実習室でカレーを調理し、避難者全員の食事の準備
と配膳を行いました。

総合体育館に集まった参加者は、田中強本部長から
訓練で想定した土砂災害や浸水被害、降雨状況や西城
川の水位などの情報収集の仕方について説明を受け、
真剣に耳を傾けていました。

田中本部長は「自主防災本部を立ち上げてから初め
ての訓練だったが、いざというときを想定して行動を
体験することが大切。これからの取り組みにつなげて
いきたい」と話していました。

２年に１度開催される「口和健康福祉祭わいわい
フェスタ」が 10 月 14 日、口和自治振興センターで

開催され、約 500 人が来場しました。
今年で 10 回を数えるこのイベントは、モーモー祭

がない年に行われる恒例イベントで、今年は「笑って！
元気に！庄原いちばん」をテーマに開催されました。

ステージでは、地元のグループ・団体がダンスや神
楽、フラダンスなどを披露し、会場を盛り上げました。
会場内には身体測定やマッサージが受けられるコー
ナーが設けられ、展示ブースには地域の方が作成した
手芸品などが数多く展示されました。

また会場の外では第４回口和フライングディスク大
会も同時開催。各自治会からそれぞれ５人１組、計８
チームが参加し、５ｍ先に設置された関門にディスク
を投げ、その通過枚数を競いました。

参加者は「こうした催しに参加することで、少しで
も健康寿命を延ばしていければ」と話していました。

Report ８ 体験談から心の大切さを学ぶ
ヒューマンフェスタ 2013in 総領

人権について考えるイベント「ヒューマンフェスタ 2013in 総領」
が 11 月 3 日、総領自治振興センターで開催され、およそ 100 人
が会場を訪れました。

午前の部は、教育サポーターの仲島正教さんが『あーよかったな
あなたがいて～「優しさ」という温かい貯金～』と題し講演。手作
りの絵を使いながら、自身の教師生活で経験した具体的な事例を交
えた話で来場者を引き込んでいました。

仲島さんは「差別をなくすためには“知る心”“怒る心”“つなが
りと感動の心”の３つの心が必要。中でもつながりと感動の心は教
えてもらえることが少ないので特に大切だ」と力を込めていました。

午後からは、子ども神楽などのステージ発表や自治会などによる
バザーも開かれました。

Report ９ 庄原の味覚・魅力をとことん満喫
西城ふるさと祭＆庄原みのりの祭典‘21

「いのち・みどり・未来」をテーマに第 32 回西城
ふるさと祭・庄原みのりの祭典‘21 が 10 月 20 日、
西城球技場で開催され、盛りだくさんのステージイベ
ントと多くの出店でにぎわいました。

ステージでは、西城川子ども太鼓、西城保育所園児
のダンスなど地元の団体が日頃身に付けた技を披露。
仮面ライダー鎧武／ガイムショーは子どもたちに大人
気で、終了後の撮影会では親子連れの長蛇の列ができ
ました。その後の演歌歌手の牧村三枝子歌謡ショーで
は、開始前にステージ前が人であふれる人気で、会場

は盛り上がりました。
出店コーナーでは地元の産品が並び、来場者は西城

産のヒバゴンネギを使用した加工品や、ゴギの塩焼き
など、庄原ならではの秋の味覚を堪能。市内外の産品・
加工品も多く並び、出店者同士の交流・相互発信の場
にもなりました。

西城ふるさと祭実行委員長の是田宜夫さんは「１日
開催にしたことで、どのようにイベントを組むのか特
に悩んだ。大変なことがたくさんあったが期待通りの
盛況となった。これもご協力いただいた皆さんのおか
げです」と感謝していました。

▲城納一昭副知事から表彰を受ける大迫区長（左）

▲田中本部長の説明に耳を傾ける参加者

▲炊き出し訓練の様子

▲フライングディスク

▲講演する仲島さん

▲牧村三枝子歌謡ショー

▲庄原のおいしいものであふれる出店ブース
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週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　

12
月
20
日
㈮
・
１
月
24
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　

12
月
17
日
㈫
・
１
月
21
日
㈫

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

12
月
11
日
㈬
・
１
月
８
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

12
月
17
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

１
月
９
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き　

１
月
８
日
㈬

９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
５
７
２

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
国
の
行
政
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
。

●
庄
原
地
域

と
き　

12
月
19
日
㈭

13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
４

●
西
城
地
域　

と
き　

12
月
19
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
し
あ

わ
せ
館
）

問
い
合
わ
せ

西
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
８
２
‐
２
１
２
４

●
東
城
地
域　

と
き　

１
月
16
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

●
高
野
地
域　

と
き　

12
月
17
日
㈫

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

問
い
合
わ
せ

高
野
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
８
６
‐
２
１
１
５

●
総
領
地
域　

と
き　

１
月
８
日
㈬

９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

みよしＫＩＮＳＡＩイルミネーション

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所女性児童課女性子ども支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 2425｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

そ  

の  

他

広島県立三次看護専門学校入学生募集
　平成 26 年度入校生を次のとおり募集します。

学　科 受験資格 募集人員 試験日

第一看護学科
( 修業年限３年 )

高等学校卒業者 ( 平成 26
年 3 月卒業見込みの人を
含む ) またはこれと同等
以上の学力があると認め
られる人

60人 １月22日（水）
　・23日（木）

第二看護学科
( 修業年限２年 )

准看護師の免許取得後 3
年以上業務に従事してい
る人、もしくは准看護師
の免許取得者 ( 平成 26年
3 月免許取得見込みの人
を含む ) で、高等学校卒
業者 ( 平成 26 年 3 月卒
業見込みを含む ) または
高等学校卒業と同等以上
の学力があると認められ
る人

20人 １月24日(金)

●試験会場　広島県立三次看護専門学校
●受付期間　12 月 18 日㈬～平成 26 年１月 8 日㈬
　　　　　　※郵送の場合は１月８日消印有効
●応募・問い合わせ
　広島県立三次看護専門学校　☎０８２４－６２－５１４１

広島県北部地域職業訓練センター受講生募集
　広島県北部地域職業訓練センターでは、各種講座の受講生を募集しています。	

講座名 期間 時間 定員
( 人 ) 受講料

パソコン基礎コース １月 14～ 30日
（火・木） 10時～ 12時 10 会員 7,000 円（テキスト代別）

一般 7,000 円（テキスト代別）

Word&Excel マスターコース
（別々受講可）

１月 16日
～３月 24日
（月・木）

18時 30分
～ 20時 30分 10 会員 22,000 円（テキスト代別）

一般 22,000 円（テキスト代別）

Word マスターコース
１月 16日
～２月 17日
（月・木）

18時 30分
～ 20時 30分 10 会員 12,000 円（テキスト代別）

一般 12,000 円（テキスト代別）

Excel 関数実践コース
１月 20日
～２月 20日
（月・木）

18時 30分
～ 20時 30分 10 会員 12,000 円（テキスト代別）

一般 12,000 円（テキスト代別）

簡単に学べる初心者からの
青色申告（４回目）

１月 16日・23日
（木） ９時～ 16時 20 会員 10,000 円（テキスト代別）

一般 12,000 円（テキスト代別）

※時間は変更になる場合があります。　※定員になり次第、受付を締め切りますのでご了承ください。

申し込み・問い合わせ　広島北部地域職業訓練センター（〒 728-0023 広島県三次市東酒屋町３０６－６９）
　　　　　　　　　　　電話 0824-62-8500（FAX 兼）ホームページ：http://www.nhvtc.ac.jp

　

お
早
め
に
高
齢
者
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
室
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
こ
れ
ま
で

に
税
法
上
の
特
別
障
害
者
控
除
を

受
け
て
お
ら
ず
、
次
の
①
②
③
④

の
う
ち
い
ず
れ
か
の
状
態
の
方
。

①
認
知
症
状
が
あ
る
、
あ
る
い

は
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る

方
。

②
屋
内
で
の
生
活
は
概
ね
自
立
し

て
い
る
が
、
介
助
な
し
に
は
外
出

で
き
な
い
方

③
屋
内
で
の
生
活
は
何
ら
か
の
介

助
が
必
要
で
、
日
中
も
ベ
ッ
ド
な

ど
で
の
生
活
が
主
体
で
あ
る
方

④
生
活
全
般
に
介
助
が
必
要
な
方

（
ほ
ぼ
寝
た
き
り
状
態
の
方
）

※
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
に
基

づ
く
障
害
認
定
と
介
護
保
険
法
に

基
づ
く
要
介
護
認
定
は
、
認
定
基

準
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
要
介
護

認
定
の
介
護
度
が
高
く
て
も
、「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交

付
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

①
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

書②
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
民
生
委

員
の
意
見
書
（
要
介
護
認
定
者
は

不
要
で
す
）

※
書
類
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保

険
係
・
各
支
所
市
民
生
活
室
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

転
入
者
の
起
業
を　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す

　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
転

入
し
、
転
入
後
概
ね
１
年
以
内
に

本
市
域
内
を
拠
点
に
起
業
し
よ
う

と
す
る
方
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

申
請
期
限　

12
月
27
日
㈮

対
象
事
業　

広
島
県
信
用
保
証
協

会
の
保
証
制
度
を
利
用
す
る
で
き

る
業
種

対
象
経
費　

起
業
に
か
か
る
市
場

調
査
、
商
品
の
試
作
、
施
設
、
設

備
の
整
備
な
ど
に
要
す
る
経
費

補
助
率　

起
業
に
か
か
る
経
費
の

３
分
の
１
（
上
限
２
０
０
万
円
）

審
査
会　

申
請
事
業
内
容
の
審
査

お
よ
び
採
択
候
補
事
業
の
選
定
を

行
い
ま
す
。（
１
月
中
旬
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

自
治
振

興
課
ま
ち
づ
く
り
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
５
７

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大

学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
２
月
28
日
㈮
ま
で

で
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.ouj.ac.jp/

）
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
放
送
大
学
広
島

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
２
‐

２
４
７
‐
４
０
３
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
の
提
出
を

　

こ
の
申
請
書
は
、
10
ア
ー
ル
以

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農
家

の
皆
さ
ん
に
、
毎
年
提
出
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
20
日
頃
に
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
25
日
ま
で
に
書
類
が
届

か
な
い
な
ど
、
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

提
出
方
法　

 

同
封
の
返
信
用
封

筒
で
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

１
月
10
日
㈮

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
３
３

ま
た
は
各
支
所
出
張
所(

産
業
振

興
室
・
産
業
建
設
室)

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
場
合
は

「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の
提
出
を
！

　

改
正
養
蜂
振
興
法
の
施
行
に
よ

り
、
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
は
、

そ
の
年
の
飼
育
計
画
な
ど
を
記
入

し
た
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
を
毎
年
１

月
末
ま
で
に
県
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
趣
味
で
飼

育
す
る
場
合
で
も
提
出
が
必
要
で

す
。（
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。）

　

た
だ
し
、
園
芸
作
物
の
花
粉
交

配
用
に
飼
育
す
る
場
合
な
ど
届

け
出
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
県
庁
畜
産
課
（
☎

０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
６
０
４
）

ま
た
は
北
部
畜
産
事
務
所
（
☎

０
８
２
４
‐
７
２
‐
２
０
１
５

（
代
表
））
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
２
７

芸
備
線
の
旅
を　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す
！

　

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
対
策
協
議
会
で

は
、
地
域
の
活
性
化
や
芸
備
線
の

利
用
促
進
の
た
め
、
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
補
助
制
度
を

利
用
し
て
、
芸
備
線
の
旅
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

●
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
利
用
促
進
事
業
補
助

　

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
芸
備

線
を
利
用
す
る
場
合
、
１
グ
ル
ー

プ
当
た
り
運
賃
の
１
／
２
（
上
限

２
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
芸
備
線
利
用
促
進
地
域
活
性
化

イ
ベ
ン
ト
補
助

　

民
間
団
体
が
10
人
以
上
で
芸
備

線
ま
た
は
駅
舎
な
ど
を
利
用
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
場
合
、
１

団
体
当
た
り
経
費
の
１
／
２
（
上

限
３
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
を
受
け
た
い
方
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

芸
備
線
対
策
協
議
会(

三
次
市
地

域
振
興
課
内)　

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
６
３
９
５

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
４

障
害
者
控
除
認
定
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
介
護
を
必
要
と
す

る
方
で
、「
身
体
障
害
者
等
に
準

ず
る
方
」
や
「
６
ヵ
月
以
上
寝
た

き
り
状
態
に
あ
る
方
」
は
、
税
法

上
の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
」
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 2627｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7211（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

ウ
イ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　
　
　

２
０
１
３

【
開
園
時
間
】　

９
時
30
分
～
21
時
（
予
定
）

※
12
／
９
㈪
、
16
㈪
、
24
㈫
、
30

㈪
は
14
時
開
園

【
点
灯
時
間
】　

17
時
30
分
～
21
時

※
入
園
は
20
時
ま
で

　　

主
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

【
中
入
口
エ
リ
ア
】

テ
ー
マ
「
出
会
い
」

　

街
の
に
ぎ
わ
い
、
音
な
ど
、
人

と
人
と
が
集
う
場
所
、
色
々
な
物

語
が
は
じ
ま
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
い
ま
す
。

【
花
の
広
場
エ
リ
ア
】

テ
ー
マ
「
誓
い
」

　

大
切
な
家
族
と
、
友
人
と
、
恋

人
い
ろ
い
ろ
な
愛
の
か
た
ち
を
約

束
・
誓
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
い
ま
す
。

【
ロ
ー
ド
エ
リ
ア
】

テ
ー
マ
「
紡
ぐ
」

　

大
切
な
家
族
と
、
友
人
と
、
恋

人
な
ど
と
、
い
つ
も
と
違
う
会
話

を
歩
き
な
が
ら
楽
し
め
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
い
ま
す
。

【
北
入
口
エ
リ
ア
】

テ
ー
マ
「
育
む
」

　
「
出
会
い
」「
紡
ぐ
」「
誓
い
」

そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
愛
の
か
た
ち

を
育
む
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

い
ま
す
。

主
な
イ
ベ
ン
ト

◆
点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　

点
灯
の
瞬
間
の
感
動
を
会
場
の

皆
さ
ん
と
共
有
し
ま
せ
ん
か
？

※
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
タ
ン
を
押

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

17
時
30
分　

と
こ
ろ　

中
入
口

期
間
中
毎
日
開
催
！

◆
冬
の
花
火（
５
分
間
１
５
０
発
）

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
花
火
と

一
緒
に
、
す
て
き
な
ひ
と
と
き
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
／
８
㈰
・
15
㈰
・
23
（
月
・
祝
）

19
時
30
分
か
ら
約
５
分
間　

◆Candlelight

（
キ
ャ
ン
ド
ル

ラ
イ
ト
）

　

キ
ャ
ン
ド
ル
へ
火
を
灯
し
、
花

の
広
場
エ
リ
ア
一
面
を
キ
ャ
ン
ド

ル
の
明
か
り
で
彩
り
ま
す
。

と
き

12
／
７
㈯
・
22
㈰

17
時
30
分
～
21
時

と
こ
ろ　

花
の
広
場

◆
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン　

中
入
口
エ
リ
ア
⇄
北
入
口
エ
リ
ア

　

両
会
場
を
結
ぶ
ロ
ー
ド
ト
レ
イ

ン
を
運
行
し
ま
す
。

と
き　

11
／
16
㈯
～
12
／
25
㈬

17
時（
始
発
）～
20
時
30
分（
終
発
）

料
金　

片
道
３
０
０
円

※
３
歳
未
満
無
料

　
○
年
末
年
始
の
開
園
日

　

年
内
は
30
日
㈪
ま
で
開
園
し
ま

す
。
31
日
㈫
、
１
／
１
（
水
・
祝
）

は
休
園
日
で
す
。

　

新
年
は
１
／
２
㈭
か
ら
開
園
し

ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
公
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ウインターイルミネーション
２０１３

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全

国･

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共

催
す
る
各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入

賞
者
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

全
国
大
会

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）

（
１
月
14
～
19
日
／
東
京
体
育
館
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

山
本
亜
由
美

（
府
中
東
高
２
年
・
川
北
町
）

Ｎ
Ｐ
Ｂ
12
球
団
ジ
ュ
ニ
ア

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
３

（
12
月
27
日
～
29
日
／
札
幌
ド
ー

ム
）

広
島
東
洋
カ
ー
プ
ジ
ュ
ニ
ア

関　

   
洸
太
（
東
城
小
６
年
）

下
原　

寛
太
（
東
城
小
６
年
）

【
東
城
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
】

　

中
国
大
会

中
国
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

（
11
月
３
日
／
広
島
市
）

演
技
競
技

●
小
学
校
低
学
年
の
部　

第
４
位

麻
田　

涼
華
（
西
城
小
１
年
）

久
保　

允
治
（
西
城
小
１
年
）

●
小
学
校
高
学
年
の
部

第
４
位

稲
里　

孝
美
（
西
城
小
５
年
）

上
貝　

真
帆
（
西
城
小
５
年
）

試
合
競
技

●
中
学
校
男
子
の
部

第
３
位

久
保　

寛
明
（
西
城
中
３
年
）

県
大
会

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）広
島
県
予
選

（
９
月
７
日
・
14
日
／
広
島
市
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
２
位　

山
本
亜
由
美

（
府
中
東
高
２
年
・
川
北
町
）

そ
の
他

備
後
地
区
生
徒
児
童　
　
　

発
明
く
ふ
う
展

　

第
62
回
備
後
地
区
生
徒
児
童
発

明
く
ふ
う
展
に
市
内
か
ら
９
校
30

点
の
応
募
が
あ
り
、全
３
４
８
点

の
作
品
の
中
か
ら
個
人
賞
と
団
体

賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
自
由
作
品
部
門

庄
原
市
長
賞　

川
原
奈
々
華
（
東
城
小
６
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
賞

岡
本　

紗
奈
（
東
城
小
１
年
）

広
島
県
発
明
協
会
備
後
支
会
長
賞

佐
々
木
悠
人
（
東
城
中
２
年
）

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞　
　
　

三
浦　

颯
真
（
峰
田
小
３
年
）

優
秀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
元　

真
紀
（
峰
田
小
６
年
）

○
団
体
賞

福
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

東
城
小
学
校

広
島
県
歯
と
口
の
健
康
週
間

図
画
・
ポ
ス
タ
ー

入
選

廣
江　

直
斗
（
永
末
小
６
年
）

庄
原
市
食
育
子
ど
も
絵
画
展

市
長
賞		



小
谷　

駿
介（
西
城
小
１
年
）

教
育
長
賞		



小
谷　

洵
平（
西
城
小
３
年
）

議
長
賞		

田
中　

想
夏（
庄
原
小
２
年
）

食
育
計
画
策
定
推
進
委
員
会
賞	

市
川　

日
向（
川
北
小
１
年
）

原
田
日
向
花（
高
小
３
年
）

松
村　

紗
帆（
東
城
小
５
年
）

庄
原
市
農
業
委
員
会
長
賞	

咽
原　

大
輝（
東
小
４
年
）	

庄
原
市
農
業
委
員
会
女
性
委
員
特
別
賞	

長
木　

優
空（
東
城
小
１
年
）

入
選		



奥
田
健
太
郎（
板
橋
小
１
年
）

鈩
谷　

柊
裕（
板
橋
小
１
年
）

加
藤　

望
花（
比
和
小
１
年
）

滝
口　

雄
登（
板
橋
小
２
年
）

三
上　
　

蘭（
高
小
２
年
）

峠　
　

結
翔（
高
野
小
２
年
）

田
岡　

千
怜（
東
小
３
年
）

田
井　

歩
佳（
庄
原
小
４
年
）

森
田
虎
之
介（
板
橋
小
５
）

田
辺　

彩
恵（
庄
原
小
６
年
）

１月５日(日)まで開催！
１月１１日（土）、１２日（日）、１３日（月・祝）は特別延長開催！
期間中毎日開園（12/31、１/１は閉園）

市内の主な施設　年末年始の業務状況

　年末年始の業務予定は、次の表のとおりです。■の部分が休業日となりますのでご確認ください。
　なお、「出生」、「死亡」、「婚姻」など戸籍に関する届け出や、埋火葬、斎場使用の許可手続きなどは、休み中でも取り
扱います。詳しくは市民生活課までお問い合わせください。

12/
26㈭ 27㈮ 28㈯ 29㈰ 30㈪ 31㈫

1/
1㈬ 2㈭ 3㈮ 4㈯ 5㈰

市役所（本庁・各支所） ☎0824-73-1123
田園文化センター ☎0824-72-1159
総合体育館 ☎0824-72-8000
ふれあいセンター ☎0824-75-0301
市民会館 ☎0824-72-0849
西城市民病院 ☎0824-82-2611
時悠館 ☎08477-6-0161
口和郷土資料館 ☎0824-87-2230
比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005

ご
み
処
理

収集

持ち
込み

備北クリーンセンター ☎0824-72-2044
リサイクルプラザ ☎0824-72-1398
東城クリーンセンター ☎08477-2-0214

※その他の施設については、直接各施設へお問い合わせください。

救急は24時間対応

中入口　かぼちゃの馬車、ビックパネル

備北丘陵公園だより

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 2829｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。引き取りを希望する
飼い主は、必ず事前に広島県動物愛護センター(☎0848-
86-6511)に連絡してください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

休日診療のご案内

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

これは昭和 57 年 10 月
にソニー㈱から発売され
た、世界で最初の家庭用
ＣＤ（コンパクト・ディ
スク）プレーヤーです。
価格は 168,000 円でした。

このＣＤ方式は、ＬＰ
レ コ ー ド に 代 わ る レ ー
ザー光を使ったデジタル
式の記録方式として、ソニーとフィリップスとで昭和 54 年に共
同開発がスタートしています。ＣＤ用に超小型の半導体式レー
ザーのピックアップ（音声を電気信号の形で取り出すこと）や、
高度なデジタル信号の処理用として３個でＩＣ 500 個分の働き
をする LSI（大規模集積回路）も開発されました。

再生は、ディスク表面上にアルミ蒸着されたピットと呼ばれる
小さな凹み（１枚で約 20 億個）に、精密に制御されたレーザー
光を照射し、その反射の「有」・「無」を「１」・「０」のデジタル
データとして内周から外周へ渦巻状に読み取り、それをアナログ
信号に変換して「音」として取り出します。

ディスクをトレイに入れて再生ボタンを押すだけで再生でき、
選曲やサーチもボタン操作で簡単に行えます。自分の好きな曲順
に流せるプログラム機能も付き、現在のデジタル機器の原点と
なっています。

ディスクの直径は 12cm、厚さは 1.2㎜の円盤状のプラスチック
で作られ、アナログレコードに比べて非常に小さく・軽く、最大
74 分の音楽再生ができます。ＣＤディスクのサイズと記録時間
は、指揮者「カラヤン」のアドバイスによって、ベートーベン作
曲の「第九」の演奏時間に収まるよう最大 74 分に決められました。
ＣＤ方式はアナログレコードより高音質で、再生できる周波数は
５～ 20,000Hz と広く、アナログレコードのように針や傷・ホコ
リによるノイズも無く、レコード針を交換する必要もないので扱
いやすくなっています。

その後各メーカーからもＣＤプレーヤーが次々と発売されて、
“アナログのＬＰレコード”から“デジタルのＣＤ”へと急速に
変わり、これがデジタル全盛時代の原点となりました。

●東城地域

12月・１月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

12月～１月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
　「おせち料理入れ（午前の部）」
　「ミニ門松（午後の部）」
　とき　12月13日（金）　①９時30分～12時
　　　　　　　　　　　 ②13時30分～16時
　参加費　①1,800円　②1,500円　　定員　15人

▶展示・催し物
○手仕事・里山の干支展
　とき　12月13日（金）～１月31日（金）
○歳末感謝祭
　とき　12月23日（月・祝）～25日（水）※25日は広島
　　　　牛など豪華景品の当たる抽選会開催

【年末年始の営業日】
●臨時営業日　12月24日（火）
●休館日　12月31日（火）～１月３日（金）
●初売り　１月４日（土）

【営業時間の変更】
●閉館時間　17時（１月４日～３月末まで）
　※朝どり市は通常通り16時

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

小林誠治写真展
とき　１月８日(水)～10日(金)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

12月15日（日）日伝医院 08477-2-2180
22日（日）東城病院 08477-2-2150
23日（月）三上クリニック 08477-2-1151
29日（日）瀬尾医院 08477-2-0023
30日（月）こぶしの里病院 08477-2-5255
31日（火）細川医院 08477-2-0054

1月  1日（水）東城病院 08477-2-2150
2日（木）こぶしの里病院 08477-2-5255
3日（金）日伝医院 08477-2-2180
5日（日）東城病院 08477-2-2150

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成25年10月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

母子保健コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

　12 月・１月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実
施します。手続きには認印が必要ですので、持参して
ください。

庄原市食育子ども絵画展
庄原市食育推進計画に基づき、食育への理解を深めてもらおう

と、庄原市食育子ども絵画展を毎年実施しています。
今年は「作って☆食べて☆楽しい食事」をテーマに市内の小学

生から作品を募集したところ、２１５点もの元気あふれる作品が
寄せられました。その中から優秀作品 18 点が選ばれました。（28
ページに入賞者を掲載しています。）作品は 10 月 16 日～ 24 日
までジョイフルで展示し、
多くの人に観賞いただき
ました。

出品数も増え、子ども
たちが夏休みを活用して
描いた力作、さまざまな
食に関する作品がそろい、
皆さまのご協力でとても
すてきな絵画展となりま
した。

来年度も開催しますの
で、ぜひご応募ください。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３８，９７０人（前年比－６７９人）　
男　　１８，４２２人（前年比－３０３人）　
女　　２０，５４８人（前年比－３７６人）　
世帯数　１５，９７６世帯（前年比－５３世帯）
[ うち外国人 ]　人口　２７４人（前年比－２１人）

と　き　12 月 24 日㈫ 12 時 15 分～ 55 分
　　　　【23 日㈪が祝日のため】
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　『あんさんぶる　きまぐれ。』
　　　　折

お り さ か

坂　裕
ゆ う こ

子　( ホルン ) 
　　　　山

や ま だ

田恵
え り こ

理子（クラリネット）
　　　　今

い ま に し

西　未
み ほ

帆（ピアノ）
曲　目　「川の流れのように」
　　　　「サンタが街にやってくる」ほか

広報日記

　先月号から表紙に庄原市ＰＲロゴマークを入れている
のをお気づきでしょうか。現在、このロゴの入ったピン
バッチやのぼりなどを作製し、市役所の発行物に入れる
などして、庄原市のＰＲを広く行っています。このロゴ、
実は思いのほか好評で、市民の皆さんや市外の方から「か
わいい」「欲しい」という声が多く寄せられています。すで
にこのマーク入りのグッズコレクターまで現れていると
いううわさもあるとかないとか。特集でもご紹介したと
おり、このマークは申請をいただければ、どなたでも利用
していただくことができます。利用いただく方が増えれ
ば、より高いＰＲ効果が期待できますので、ぜひ、よろし
くお願いします。

▶折坂裕子…川北町在住。広島文化短期大学卒。同大学音楽
演奏専攻修了。オランダ、デン・ハーグ王立音楽院にて学ぶ。
現在、フリーのホルン奏者として活動中。
▶山田恵理子…エリザベト音楽大学卒。現在、室内楽を中心
に活動するとともに、ヤマハＰＭＳクラリネット講師として
後進の指導にもあたる。広島市在住。
▶今西未帆…広島文化短期大学・演奏専攻科。ハンブルグ音
楽院にてピアノ・室内楽を学ぶ。現在、school Imanishi 音
楽教室・英語学院を運営。広島市内を中心にクラシックとポッ
プスの２つの分野で活動中。広島市在住。

	
引き取り日 時間 場所

庄原
地域 毎月第２・４水曜日

１２月１１日・２５日
１月　８日・２２日

９：００
～　９：３０

市役所車庫

東城
地域

１０：４０
～１１：１０

東城支所
正面駐車場

赤ちゃんと一緒にMerry　X’mas

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　１月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

１月

CDプレーヤー

　12 月のイベントといえばクリスマス。赤ちゃんと一緒にクリ
スマスを楽しみましょう。
　かみかみ期頃（９か月頃～）からの赤ちゃんにお勧めの、クリ
スマスの簡単ワンプレートをご紹介します。

～作り方～
①ボウルにとき卵・牛乳を合わせ、食べやすく切った食パンを浸す。
②フライパンにバターを溶かし、食パンの両面を焼く。③りんごの皮
をむいて食べやすい大きさに切り、耐熱容器に入れてラップをかける。
電子レンジでやわらかくなるまで加熱し、そのまま冷ます。④フレン
チトーストの横に煮りんごを添える。
●ゆでブロッコリーと星型にんじん
①ブロッコリーは小房に分け、やわらかくなるまでゆでる。②にんじ
んは星型にぬき、やわらかくゆでる。
●さつまいもの雪だるま
①さつまいもの皮をむきやわらかくゆで、熱いうちにつぶして２つの
団子に丸める。②雪だるまのように重ね、黒ごまで目を作る。

※硬さ・大きさなどの形状は赤ちゃんに合わせましょう。
※食物アレルギーがある場合はその食材を使用しないようにしましょ
う。

さつまいもの
雪だるま

フレンチトースト・
煮りんご添え

ゆでブロッコリー
と星型にんじん

献立

●フレンチトースト・煮りんご添え
～材料～　
・８枚切食パン　１枚
・とき卵　１/３個
・牛乳または無調整豆乳　大さじ２
・バターまたはサラダ油　少々
・りんご　１/８個

プチトマトで帽
子を作ってもか

わいいよ♪

庄原市食育子ども絵画展（2013）市長賞

小谷　駿介くん（西城小１年）

大きさ
10.5㎝（高さ)、35㎝（幅）、
33㎝（奥行）、7.6㎏（重さ）

ディスク表面

ピット

（ワック出版刊　カラヤンとデジタルより）

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 30 31｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら



庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

　

乗
り
ん
さ
い

芸
備
線

備
後
庄
原
駅

　

当
日
は
朝
か
ら
快
晴
。空
は
青
く
、

な
つ
か
し
い
風
景
に
胸
キ
ュ
ー
ン
。

『
ね
え
、あ
と
何
枚
写
せ
る
？
』と
突

然
の
問
い
掛
け
に
我
に
返
っ
た
。

　

こ
の
日
は
久
代
自
治
振
興
区
が
主

催
す
る
久
代
わ
い
わ
い
講
座
。親
子

を
連
れ
て
芸
備
線
に
乗
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
使
い
切
り
カ
メ
ラ
を

渡
し
、好
き
な
風
景
を
撮
ら
せ
た
。初

め
て
切
符
を
買
い
列
車
に
乗
る
子
ど

も
た
ち
。そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
風
景

に
心
躍
ら
せ
、庄
原
・
東
城
間
の
小

さ
な
旅
を
楽
し
ん
だ
。写
真
は
１
月

の
久
代
ふ
る
さ
と
祭
り
に
展
示
す
る

予
定
。私
は
懐
か
し
い
芸
備
線
で
若

き
日
の
思
い
出
を
し
ば
し
楽
し
ん

だ
。

池
田　

悦
子
（
東
城
町
）

応
募
方
法

　

庄
原
市
内
の
鉄
道
路
線
に
思
わ
ず

乗
っ
て
み
た
く
な
る
乗
車
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
ス
ポ
ッ
ト
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
写
真
と
説
明
文
（
１
０
０
文
字
程

度
）
乗
車
体
験
記
（
２
０
０
字
程
度
）

を
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

応
募
先
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市
中
本
町
一
丁
目
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１
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‐
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９

メ
ー
ル　

koho@
city.shobara.hiroshim

a.jp

備
後
庄
原
駅
が
開
業
し
た
の
は
１
９
２
３
年
12
月
８
日
の
こ

と
。
今
月
で
90
歳
を
迎
え
ま
す
。

駅
舎
の
一
部
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
る

な
ど
改
修
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
面
的
な
建
て
替
え
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
無
く
、基
本
構
造
は
開
業
当
時
の
ま
ま
で
す
。

本
数
が
減
り
、
現
在
で
は
備
後
庄
原
か
ら
東
城
ま
で
を
一
日

で
往
復
で
き
な
い
芸
備
線
で
す
が
、
片
道
は
高
速
バ
ス
を
使
う

こ
と
で
、
日
帰
り
の
鉄
道
旅
行
が
楽
し
め
ま
す
。
備
後
庄
原
駅

か
ら
始
ま
る
小
さ
な
旅
へ
、あ
な
た
も
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

カフェレストラン　そらら
所　高野町下門田 49　道の駅たかの内
☎　０８２４－８６－３１３１
営　11 時～17 時
休　水曜日（12 月～３月は第２・第４水曜日）
㏋　http：//www.takanoyama.jp

取り扱う市内産食材

▶▶▶　料理長の新井逢
あえい

英さんに聞きました。

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
　道の駅たかのは、庄原市の農業・観光関連事業の活性化と所得
向上を大きな目標に掲げて、今年４月にスタートしました。オープ
ン当初から、地元食材を使うことで農家所得向上に貢献しながら、
食材の良さ・おいしさをお客さまにＰＲすることは使命のひとつ
と考えています。その姿勢を少しずつ市内外で評価していただき
つつある今、改めてお客さまに私たちの思いをお伝えできればと
登録しました。
お店の推進店としてのこだわりは？
　高野町の高野大根・口和町の瀬戸もみじ豚などを使ったメイン
ディッシュ、採れたて野菜のサラダをはじめ、米、味噌汁、小鉢、漬
物など、使えるものにはすべて庄原市内産品を使っています。お客

さまに「おいしい！」「小鉢・漬物に至るまで、丁寧に手を抜かずに作
られていて感激」とおっしゃっていただけるのが最高にうれしいです。
皆さんへ一言
　ランチメニューにも、カフェタ
イムのお茶やケーキにも「地元
産品」をたっぷり使っています。
旬の素材を使うため、いずれも期
間限定・数量限定になることが
多いのですが、そららの広い窓か
ら見える松江道と、日々色を変え
る風景を合わせて「高野の移り
変わる四季」を楽しんでいただけ
ると思います。皆さまのお越しを
スタッフ一同お待ちしています。

▲瀬戸もみじ豚の
　ロースカツレツ（1300 円）

米、野菜、果物、肉、卵など

▲備後庄原駅に到着する列車を撮る子どもたち（平成25年９月23日撮影）

VOL.10

〒
7
2
7
-
8
5
0
1
　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

1
0
番

1
号

 ／
 ☎

0
8
2
4
-
7
3
-
1
1
5
9

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  http:/
/
w

w
w

.city
.sho

b
ara.hiro

shim
a.jp ／

 印
刷

　
平

和
印

刷
㈱

　
再

生
紙

使
用

平
成

2
5
年

1
2
月

５
日

発
行

編
集

・
発

行
　

庄
原

市
情

報
政

策
課

広
報

し
ょ
う
ば

ら
 1

2
月

号
 №

1
0
5


